
　当製品を、安全に正しくお使いいただくために、必ず本取扱説
明書をお読みください。誤った使い方をした場合、事故をまねく
おそれがありますので安全には十分注意して作業してください。
お読みになった後は、必ず製品と一緒に大切に保管してください。

取扱説明書

乗用スイーパー乗用スイーパー
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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに

このたびは、                         　　　　　　　　　　 をお買上げいただきありがとうございま

した。
この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項につい
て記載しています。
本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、
内容を理解して正しくお使いください。
また、お読みになった後も、この取扱説明書を製品に近接して、いつ
もお手元に置いて、必要に応じて活用してください。

●この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく
ださい。
●本製品を貸したり、譲渡するときは、この取扱説明書を本製品に添付してお
渡しください。

●この取扱説明書および安全銘板を、紛失または損傷された場合は、速やかに
お買上げいただいた販売店にご注文ください。

●この取扱説明書には、安全に作業していただくために、「「「「「安安安安安全全全全全ににににに作作作作作業業業業業をををををすすすすするるるるる
ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」を記載しています。ご使用前に必ずお読みくだ
さい。

●ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買上げいただいた販売
店へご相談ください。

●マスターキーとスペアーキーは、別々にして大切に保管してください。

●本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際には、
本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。

●本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載も
れなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。
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本製品は、芝生の清掃機ですので、それ以外には使用しないでください。
使用目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。
使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご注意く
ださい。(詳細は、保証書をご覧ください。)

その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負うこと
になるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う危険
性があるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、けがを負うおそれのあるも
のを示します。

誤りやすい操作に対する注意を示します。守らないと、機械
の破損や、故障の原因になります。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意
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その他その他その他その他その他
●仕様、および主要消耗部品について説明しています。

本文の概要本文の概要本文の概要本文の概要本文の概要

●安全に関する重要な内容を、代表的な作業項目について説明し
　ています。個別の作業については、各項目をみてください。
　また、各安全銘板の内容と貼付け位置を示しています。

●保証とアフターサービスについて説明しています。

●本文中、よく使う部品の名称の紹介と、よく使う操作レバー、
　および部品の位置とはたらきについて説明しています。

●エンジンの始動から走行のしかた、および荷箱の使用のしかた
を説明しています。

●機械を最良の状態にしておくために、毎作業後および長期間使
　用しないときの、手入れのしかたを説明しています。

●長期間故障がなく、本機を安全に使用するための点検・整備の
　しかたを説明しています。

●正常に作動しないときの点検・処置のしかたを説明していま
す。修理に出す前に確認してください。

安全に作業をするために安全に作業をするために安全に作業をするために安全に作業をするために安全に作業をするために
必ずお守りください必ずお守りください必ずお守りください必ずお守りください必ずお守りください１１１１１章章章章章

保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて２２２２２章章章章章

各部のなまえと各部のなまえと各部のなまえと各部のなまえと各部のなまえと
各操作部のはたらき各操作部のはたらき各操作部のはたらき各操作部のはたらき各操作部のはたらき３３３３３章章章章章

運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた４４４４４章章章章章

作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて５５５５５章章章章章

手入れと点検手入れと点検手入れと点検手入れと点検手入れと点検・・・・・
調整について調整について調整について調整について調整について６６６６６章章章章章

不調診断不調診断不調診断不調診断不調診断７７７７７章章章章章

９９９９９章章章章章

８８８８８章章章章章

●電気回路図を載せています。
電気回路図電気回路図電気回路図電気回路図電気回路図
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6

●本機は芝生の清掃作業を目的としており、●本機は芝生の清掃作業を目的としており、●本機は芝生の清掃作業を目的としており、●本機は芝生の清掃作業を目的としており、●本機は芝生の清掃作業を目的としており、小型特殊自動車の型式認定を受けていま小型特殊自動車の型式認定を受けていま小型特殊自動車の型式認定を受けていま小型特殊自動車の型式認定を受けていま小型特殊自動車の型式認定を受けていま
　せ　せ　せ　せ　せん。ん。ん。ん。ん。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。
●ここに記載されている注意項目は、●ここに記載されている注意項目は、●ここに記載されている注意項目は、●ここに記載されている注意項目は、●ここに記載されている注意項目は、安全に関する重要な内容です。安全に関する重要な内容です。安全に関する重要な内容です。安全に関する重要な内容です。安全に関する重要な内容です。必ず守ってくだ必ず守ってくだ必ず守ってくだ必ず守ってくだ必ず守ってくだ
　さ　さ　さ　さ　さい。い。い。い。い。
●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生
　じ　じ　じ　じ　じるおそれがありまするおそれがありまするおそれがありまするおそれがありまするおそれがあります。。。。。
※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ
　さい。　さい。　さい。　さい。　さい。

■作業に適した服装■作業に適した服装■作業に適した服装■作業に適した服装■作業に適した服装
はち巻き・首巻き・腰タオルは禁止です。ヘルメッ
ト・滑り止めの付いた靴を着用し、作業に適した、
防護具などを付け、だぶつきのない服装をしてく
ださい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械に巻込まれたり、滑って転倒するおそれがあ
ります。

１．１．１．１．１．作業者の体調作業者の体調作業者の体調作業者の体調作業者の体調・・・・・服装について服装について服装について服装について服装について

■こんなときは運転しない■こんなときは運転しない■こんなときは運転しない■こんなときは運転しない■こんなときは運転しない
●過労・病気・薬物の影響、その他の理由により
　作業に集中できないとき。
●睡眠不足の人。
●視力不足のため表示内容が読めない人。
●取扱説明書の内容が理解できない人。
●酒を飲んだとき。
●妊娠しているとき。
●１８歳未満の人。
●運転が未熟な人。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ事故の原因になります。

安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください
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２．２．２．２．２．使用する機械について使用する機械について使用する機械について使用する機械について使用する機械について

■点検、■点検、■点検、■点検、■点検、整備をおこなう整備をおこなう整備をおこなう整備をおこなう整備をおこなう
使用前と使用後には必ず機械の点検、整備をして
ください。特に、駐車ブレーキレバー・ハンドル・
ＨＳＴペダルなどの操縦装置は、確実に作動する
ように点検、整備をしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
整備不良による事故や機械の故障を生じるおそれ
があります。

■機械を他人に貸すときは■機械を他人に貸すときは■機械を他人に貸すときは■機械を他人に貸すときは■機械を他人に貸すときは
取扱方法をよく説明し、使用前に「「「「「取取取取取扱扱扱扱扱
説明書」説明書」説明書」説明書」説明書」を必ず読むように指導してく
ださい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
説明不足により、機械の故障、事故・け
がをまねくおそれがあります。

■定期点検、■定期点検、■定期点検、■定期点検、■定期点検、整備を受ける整備を受ける整備を受ける整備を受ける整備を受ける
１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守
をしてください。特に燃料ホースは２年毎に
交換し、電気配線は毎年点検してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
整備不良による事故や機械の故障をまねくお
それがあります。
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■注油■注油■注油■注油■注油・・・・・給油はエンジンが冷えてから給油はエンジンが冷えてから給油はエンジンが冷えてから給油はエンジンが冷えてから給油はエンジンが冷えてから
エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・
給油をしないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。

１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

３．３．３．３．３．運転前運転前運転前運転前運転前・・・・・作業前点検をするとき作業前点検をするとき作業前点検をするとき作業前点検をするとき作業前点検をするとき

■荷箱下での点検、■荷箱下での点検、■荷箱下での点検、■荷箱下での点検、■荷箱下での点検、整備時は荷箱落下整備時は荷箱落下整備時は荷箱落下整備時は荷箱落下整備時は荷箱落下
防止金具を使用防止金具を使用防止金具を使用防止金具を使用防止金具を使用
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
何らかの原因で荷箱が落下したときに傷害事故を
おこします。

■指定の燃料を使用■指定の燃料を使用■指定の燃料を使用■指定の燃料を使用■指定の燃料を使用
取扱説明書で指定している燃料を使用してく
ださい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
性能が落ちたり火災事故をおこすおそれがあ
ります。

■燃料補給時は火気厳禁■燃料補給時は火気厳禁■燃料補給時は火気厳禁■燃料補給時は火気厳禁■燃料補給時は火気厳禁
燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、絶対に
しないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
燃料などに引火し、火災をおこすおそれがあります。
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■燃料キャップをしめ、■燃料キャップをしめ、■燃料キャップをしめ、■燃料キャップをしめ、■燃料キャップをしめ、こぼれた燃料はこぼれた燃料はこぼれた燃料はこぼれた燃料はこぼれた燃料は
ふき取るふき取るふき取るふき取るふき取る
燃料補給後は、燃料キャップを確実にしめ、こぼれた
燃料はきれいにふき取ってください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

■燃料もれに注意■燃料もれに注意■燃料もれに注意■燃料もれに注意■燃料もれに注意
燃料ホースが破損していると、燃料もれをおこし
ますので必ず点検してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

■必ず指定のバッテリを使用■必ず指定のバッテリを使用■必ず指定のバッテリを使用■必ず指定のバッテリを使用■必ず指定のバッテリを使用
バッテリを交換するときは、必ず指定のバッテリを
使用してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災の原因となることがあります。

■バッテリの点検は火気厳禁■バッテリの点検は火気厳禁■バッテリの点検は火気厳禁■バッテリの点検は火気厳禁■バッテリの点検は火気厳禁
バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
バッテリに引火し、爆発して火傷などを引きおこす
おそれがあります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■バッテリ取付け、■バッテリ取付け、■バッテリ取付け、■バッテリ取付け、■バッテリ取付け、取外しは正しい手順で取外しは正しい手順で取外しは正しい手順で取外しは正しい手順で取外しは正しい手順で
バッテリを取付けるときは＋側を先に取付け、取外すと
きは－側から外します。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
ショートして、火傷や火災事故を引きおこすおそれがあ
ります。

■バッテリ液は体につけない■バッテリ液は体につけない■バッテリ液は体につけない■バッテリ液は体につけない■バッテリ液は体につけない
バッテリ液を身体や服につけないようにしてください。
万一付着したときは、すぐに水で洗い流してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火傷をしたり、服が破れるおそれがあります。

■ラジエタが熱いときはキャップを■ラジエタが熱いときはキャップを■ラジエタが熱いときはキャップを■ラジエタが熱いときはキャップを■ラジエタが熱いときはキャップを
開けない開けない開けない開けない開けない
ラジエタが過熱しているときは、絶対にラジ
エタキャップを開けないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
熱湯が噴出し、火傷をするおそれがあります。
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■バッテリ液を■バッテリ液を■バッテリ液を■バッテリ液を■バッテリ液を「「「「「下下下下下限限限限限（（（（（LOWERLOWERLOWERLOWERLOWER）））））」」」」」以下に以下に以下に以下に以下に
しないしないしないしないしない
バッテリ液は「「「「「上上上上上限限限限限」」」」」と「「「「「下下下下下限限限限限」」」」」の間にあることを確
認し、「「「「「下下下下下限限限限限」」」」」以下にしないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
「「「「「下下下下下限限限限限」」」」」以下になると、容器内の極板接続部がバッテ
リ液から露出し、エンジン始動時に火花が出て、容器
内のガスに引火して破裂するおそれがあります。

■点検、■点検、■点検、■点検、■点検、整備は平坦な安定した場所で整備は平坦な安定した場所で整備は平坦な安定した場所で整備は平坦な安定した場所で整備は平坦な安定した場所で
交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしな
い平坦な安定した場所で、タイヤには車止めをし
て点検、整備をしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれ
があります。

■機械の改造禁止■機械の改造禁止■機械の改造禁止■機械の改造禁止■機械の改造禁止
純正部品以外の部品を取付けないでください。
改造をしないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械の故障、事故・けがをまねくおそれがあり
ます。

■タイヤは必ず点検■タイヤは必ず点検■タイヤは必ず点検■タイヤは必ず点検■タイヤは必ず点検
タイヤの空気圧を標準空気圧に調整してください。
タイヤに亀裂がないか確認してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
タイヤがパンクして思わぬ事故をまねくおそれがあ
ります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■電気部品■電気部品■電気部品■電気部品■電気部品・・・・・コードを必ず確認コードを必ず確認コードを必ず確認コードを必ず確認コードを必ず確認
配線コードが他の部品に接触していないか、被覆
のはがれや接続部のゆるみがないかを毎日作業前
に点検してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
ショートして火災事故をおこすおそれがありま
す。

■マフラー■マフラー■マフラー■マフラー■マフラー・・・・・エンジン回りのゴミはエンジン回りのゴミはエンジン回りのゴミはエンジン回りのゴミはエンジン回りのゴミは
取除く取除く取除く取除く取除く
マフラーやエンジン周辺部に芝カス・ゴミ・燃
料などが付着していないか、またマフラーに亀
裂や腐食などの異常がないか、毎日作業前に点
検してください。　

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災事故やオーバーヒートを引きおこすことが
あります。

■排気ガスには十分に注意■排気ガスには十分に注意■排気ガスには十分に注意■排気ガスには十分に注意■排気ガスには十分に注意
閉切った屋内などではエンジンを始動しないでく
ださい。エンジンは、風通しのよい屋外で始動して
ください。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分
に換気をしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたる
おそれがあります。

■タイヤホイル取付ボルトの締付け■タイヤホイル取付ボルトの締付け■タイヤホイル取付ボルトの締付け■タイヤホイル取付ボルトの締付け■タイヤホイル取付ボルトの締付け
確認とホイルの傷のチェック確認とホイルの傷のチェック確認とホイルの傷のチェック確認とホイルの傷のチェック確認とホイルの傷のチェック
タイヤホイルの取付けボルトは、確実に締付け
てあるか確認してください。そのときにホイル
に傷がないかも確認してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
タイヤが外れたりして思わぬ事故をまねくおそ
れがあります。
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■点検、■点検、■点検、■点検、■点検、整備は高温部が十分冷えてから整備は高温部が十分冷えてから整備は高温部が十分冷えてから整備は高温部が十分冷えてから整備は高温部が十分冷えてから
マフラーやエンジンなどの高温部分が十分に冷えてから
点検、整備をしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
燃料などに引火して、火災をおこしたり、火傷をするお
それがあります。

■ブレーキ■ブレーキ■ブレーキ■ブレーキ■ブレーキ・・・・・ハンドルは必ず点検ハンドルは必ず点検ハンドルは必ず点検ハンドルは必ず点検ハンドルは必ず点検
ブレーキの効きが悪かったり、片効きしていないか、
またハンドルに著しいガタや遊びがないか、点検し
てください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
事故を引きおこすおそれがあります。

■点検、■点検、■点検、■点検、■点検、整備中はエンジン停止整備中はエンジン停止整備中はエンジン停止整備中はエンジン停止整備中はエンジン停止
点検、整備、修理または、掃除をするときは、
必ずエンジンを停止してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械の下敷きや巻込まれてけがをするおそれが
あります。

■部品を交換したり、■部品を交換したり、■部品を交換したり、■部品を交換したり、■部品を交換したり、巻付いた草などを巻付いた草などを巻付いた草などを巻付いた草などを巻付いた草などを
取除くときはエンジン停止取除くときはエンジン停止取除くときはエンジン停止取除くときはエンジン停止取除くときはエンジン停止
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械に巻込まれて重傷を負うおそれがあります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■カバー類は、■カバー類は、■カバー類は、■カバー類は、■カバー類は、必ず取付ける必ず取付ける必ず取付ける必ず取付ける必ず取付ける
点検、整備などで取外したカバー類は、必ず取付け
てください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械に巻込まれたりして、傷害事故を引きおこす
おそれがあります。

■高圧オイルに注意■高圧オイルに注意■高圧オイルに注意■高圧オイルに注意■高圧オイルに注意
油圧ホースにゆるみや損傷がないか常に確認し、点検
や修理などで、継手やホースを外す前には、油圧回路
内の圧力をなくしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
高圧オイルは、皮膚をつきやぶることがあり、傷害事
故をおこすおそれがあります。

■移動時は路肩に注意■移動時は路肩に注意■移動時は路肩に注意■移動時は路肩に注意■移動時は路肩に注意
坂道・路肩・障害物乗越え・溝のある場所・
軟弱地などでは、十分注意してスピードを落
として走行してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転倒・転落などの事故によりけがをするおそ
れがあります。

４．４．４．４．４．作業をするとき作業をするとき作業をするとき作業をするとき作業をするとき

■後進するときは低速で■後進するときは低速で■後進するときは低速で■後進するときは低速で■後進するときは低速で
後進で移動するときは低速で行い、転倒しな
いように足元に十分注意し、後方に障害物が
ないか確認して障害物と機械との間にはさま
れないようにしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ傷害事故をまねくおそれがあります。
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■荷箱の下は、■荷箱の下は、■荷箱の下は、■荷箱の下は、■荷箱の下は、立入厳禁立入厳禁立入厳禁立入厳禁立入厳禁
荷箱の下にもぐったり、足を踏入れたりしないで
ください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
何らかの原因で荷箱が下がったときに、傷害事故
をおこします。

■エンジン始動時は周囲確認■エンジン始動時は周囲確認■エンジン始動時は周囲確認■エンジン始動時は周囲確認■エンジン始動時は周囲確認
エンジン始動時は、レバーの位置と周囲の安全を確
認してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。

■人や動物を近づけない■人や動物を近づけない■人や動物を近づけない■人や動物を近づけない■人や動物を近づけない
特に子供には十分注意し、近づけないように
してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ傷害事故の原因となることがあります。

■周囲に合図してゆっくりと発進■周囲に合図してゆっくりと発進■周囲に合図してゆっくりと発進■周囲に合図してゆっくりと発進■周囲に合図してゆっくりと発進
エンジン始動時は、必ず駐車ブレーキレバー
を「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置にし、周囲の人に合図を
してからエンジンを始動し、急発進しないよ
うにゆっくり発進してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがありま
す。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■わき見運転や手放し運転禁止■わき見運転や手放し運転禁止■わき見運転や手放し運転禁止■わき見運転や手放し運転禁止■わき見運転や手放し運転禁止
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
傷害事故の原因となります。

■過積載禁止■過積載禁止■過積載禁止■過積載禁止■過積載禁止
最大作業能力以内で運搬してください。特に坂道
では芝カスを軽くして作業してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転倒などにより機械の破損をまねき、思わぬ傷害
事故の原因となるおそれがあります。

■ブレーキのまま走行禁止■ブレーキのまま走行禁止■ブレーキのまま走行禁止■ブレーキのまま走行禁止■ブレーキのまま走行禁止
ブレーキペダルを踏んだまま、または駐車
ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置のままで
走行しないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
ブレーキが効かなくなり、けがをするおそ
れがあります。

■燃えているゴミの上やその近くは■燃えているゴミの上やその近くは■燃えているゴミの上やその近くは■燃えているゴミの上やその近くは■燃えているゴミの上やその近くは
走行禁止走行禁止走行禁止走行禁止走行禁止
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
燃料やオイルなどに引火し、火災になるおそれが
あります。
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■ブレーキの使い過ぎ禁止■ブレーキの使い過ぎ禁止■ブレーキの使い過ぎ禁止■ブレーキの使い過ぎ禁止■ブレーキの使い過ぎ禁止
急な下り坂での走行は十分注意して行ってく
ださい。いつでもブレーキを掛けられる姿勢
で運転してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
ブレーキが効なくなり、事故をおこすおそれ
があります。

■荷箱をハイダンプした状態で■荷箱をハイダンプした状態で■荷箱をハイダンプした状態で■荷箱をハイダンプした状態で■荷箱をハイダンプした状態で
走行禁止走行禁止走行禁止走行禁止走行禁止
荷箱をハイダンプした状態で走行しないで
ください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
バランスが崩れやすくなり、そのうえ障害
物の確認ができません。
死亡事故や重大な傷害、物的損害をまねく
おそれがあります。

■溝を渡るときはあゆみ板を使用■溝を渡るときはあゆみ板を使用■溝を渡るときはあゆみ板を使用■溝を渡るときはあゆみ板を使用■溝を渡るときはあゆみ板を使用
作業場に入るとき、溝を渡るとき、軟弱な場所を
通るときは、必ずあゆみ板を使用してください。
あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に適したもの
を使用してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
スリップや転倒による事故をまねくおそれがあり
ます。

■坂道やあゆみ板の上では、■坂道やあゆみ板の上では、■坂道やあゆみ板の上では、■坂道やあゆみ板の上では、■坂道やあゆみ板の上では、
　だ性運転禁止　だ性運転禁止　だ性運転禁止　だ性運転禁止　だ性運転禁止
坂道やあゆみ板の上での走行は、十分注意して
低い速度で走行してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械の重みで坂を下り、転落などの事故をまね
くおそれがあります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■坂道では、■坂道では、■坂道では、■坂道では、■坂道では、ハイダンプ作業禁止ハイダンプ作業禁止ハイダンプ作業禁止ハイダンプ作業禁止ハイダンプ作業禁止
坂道では、ハイダンプを利用しての芝カスの排出はし
ないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
本機のバランスが崩れ、死亡事故や重大な傷害、物的
損害をまねくおそれがあります。

■■■■■ 1515151515°以上の急傾斜地での使用禁止°以上の急傾斜地での使用禁止°以上の急傾斜地での使用禁止°以上の急傾斜地での使用禁止°以上の急傾斜地での使用禁止
15°以上の急傾斜地では横転の危険が高いので
使用しないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
死亡、または重傷を負う危険性があります。

■芝の清掃作業以外は使用禁止■芝の清掃作業以外は使用禁止■芝の清掃作業以外は使用禁止■芝の清掃作業以外は使用禁止■芝の清掃作業以外は使用禁止
芝の清掃以外の作業や改造などは決してしない
でください。また、公道での走行はしないでくだ
さい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ事故をまねくおそれがあります。

■暖機運転中は駐車ブレーキを■暖機運転中は駐車ブレーキを■暖機運転中は駐車ブレーキを■暖機運転中は駐車ブレーキを■暖機運転中は駐車ブレーキを
掛ける掛ける掛ける掛ける掛ける
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
本機が自然に動きだし、事故を引きおこ
すおそれがあります。



19

■運転席以外には乗らない■運転席以外には乗らない■運転席以外には乗らない■運転席以外には乗らない■運転席以外には乗らない
走行中は運転席以外に乗って運転したり、
人を乗せないでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転落などにより、思わぬ傷害事故の原因と
なるおそれがあります。

■マフラーの高温に注意■マフラーの高温に注意■マフラーの高温に注意■マフラーの高温に注意■マフラーの高温に注意
運転中およびエンジン停止直後の、マフ
ラー・エンジンは高温ですので触れないでく
ださい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火傷をするおそれがあります。

■くわえたばこでの作業厳禁■くわえたばこでの作業厳禁■くわえたばこでの作業厳禁■くわえたばこでの作業厳禁■くわえたばこでの作業厳禁
【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災など、思わぬ事故の原因となります。

■急な発進■急な発進■急な発進■急な発進■急な発進・・・・・停止停止停止停止停止・・・・・旋回やスピードの旋回やスピードの旋回やスピードの旋回やスピードの旋回やスピードの
出し過ぎ禁止出し過ぎ禁止出し過ぎ禁止出し過ぎ禁止出し過ぎ禁止
発進・停止はゆっくりと行ってください。旋回を
するときは、十分スピードを落としてください。
また、坂道や凸凹道やカーブの多い場所では、十
分速度を落としてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれが
あります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■トラックには必ず車止めを■トラックには必ず車止めを■トラックには必ず車止めを■トラックには必ず車止めを■トラックには必ず車止めを
積込むトラックの変速は「「「「「ＰＰＰＰＰ」」」」」または「「「「「１１１１１速速速速速」」」」」・
「「「「「ＲＲＲＲＲ」」」」」位置に入れ、サイドブレーキを掛けて車止
めをしておいてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
トラックが動いて転落事故などをまねくおそれが
あります。

５．５．５．５．５．トラックへの積込みトラックへの積込みトラックへの積込みトラックへの積込みトラックへの積込み・・・・・積降しをするとき積降しをするとき積降しをするとき積降しをするとき積降しをするとき

■強度■強度■強度■強度■強度・・・・・長さ長さ長さ長さ長さ・・・・・幅の十分あるあゆみ板を幅の十分あるあゆみ板を幅の十分あるあゆみ板を幅の十分あるあゆみ板を幅の十分あるあゆみ板を
使用使用使用使用使用
積込み・積降しをするときは、平坦で交通の安全な場
所に、トラックのエンジンを止め、動かないように駐
車ブレーキを掛け、車止めをしてください。使用する
あゆみ板は、強度・長さ・幅が十分あり、スリップし
ないものを選んでください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

《あゆみ板の基準》

●長さ…トラックの荷台高さの 4 倍
　　　以上。
●幅……本機のタイヤ幅の 1. 5 倍
　　　以上。
●強度…本機の総重量に十分耐えら
　　　れるもの。（１本当たり）
●表面…すべり止めのあるもの。
●形状…固定フックのあるもの。

■機械から離れるときは平坦地に置き■機械から離れるときは平坦地に置き■機械から離れるときは平坦地に置き■機械から離れるときは平坦地に置き■機械から離れるときは平坦地に置き
エンジン停止エンジン停止エンジン停止エンジン停止エンジン停止
機械から離れるときは、平坦で安定した場所に置
きエンジンを停止し、駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブ
レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」位置にしてください。やむを得ず傾斜地
に置く場合は、必ず車止めをしてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械が動きだし、事故の原因となります。
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■積込み■積込み■積込み■積込み■積込み・・・・・積降し作業中、積降し作業中、積降し作業中、積降し作業中、積降し作業中、機械の機械の機械の機械の機械の
前には絶対立たない前には絶対立たない前には絶対立たない前には絶対立たない前には絶対立たない
トラックなどからの積込み・積降し作業中
は、機械の直前には絶対に立たないでくだ
さい。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
傷害事故をまねくおそれがあります。

■積込み■積込み■積込み■積込み■積込み・・・・・積降し作業は誘導者を積降し作業は誘導者を積降し作業は誘導者を積降し作業は誘導者を積降し作業は誘導者を
つけてつけてつけてつけてつけて
トラックなどからの積込み・積降し作業は、
誘導者を付けて、周囲の安全を十分確認し
てください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

■荷箱を下げてあゆみ板を使用■荷箱を下げてあゆみ板を使用■荷箱を下げてあゆみ板を使用■荷箱を下げてあゆみ板を使用■荷箱を下げてあゆみ板を使用
あゆみ板を使用して積込み、積降しをするとき
は、本機の荷箱を下げ、芝カスを載せないで使
用してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
バランスが崩れ、転落などの事故の原因になり
ます。

■あゆみ板は確実に掛ける■あゆみ板は確実に掛ける■あゆみ板は確実に掛ける■あゆみ板は確実に掛ける■あゆみ板は確実に掛ける
あゆみ板をそれぞれのタイヤに合わせ、フッ
クをトラックの荷台へ確実に掛けてくださ
い。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
あゆみ板が外れて本機が転落・転倒し、死亡
事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそ
れがあります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

■ロープでトラックに確実に固定■ロープでトラックに確実に固定■ロープでトラックに確実に固定■ロープでトラックに確実に固定■ロープでトラックに確実に固定
トラックに載せて移動するときは、本機のエ
ンジンを停止させ駐車ブレーキを掛け、燃料
コックを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」にしてから動かないように車止
めをし、強度の十分あるロープでトラックに
本機を確実に固定してください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
トラックから本機が転落したりして、事故を
まねくおそれがあります。

■あゆみ板の上ではハンドル■あゆみ板の上ではハンドル■あゆみ板の上ではハンドル■あゆみ板の上ではハンドル■あゆみ板の上ではハンドル
操作厳禁操作厳禁操作厳禁操作厳禁操作厳禁
ハンドルをしっかり握りあゆみ板の上
で進路変更をすることがないように前
もって進路を定めて最低速度で行って
ください。進路を変えるための、ハン
ドル操作は絶対にしないでください。
方向を直す場合は、平坦な場所に戻っ
てから行ってください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
転落などの事故の原因となります。

■登るときは後進、■登るときは後進、■登るときは後進、■登るときは後進、■登るときは後進、降りるときは降りるときは降りるときは降りるときは降りるときは
前進でおこなう前進でおこなう前進でおこなう前進でおこなう前進でおこなう
積込みの場合「「「「「後後後後後進進進進進」」」」」、積降しの場合は「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」
の低い速度で行ってください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
バランスを崩し転落などの事故を引きおこす
おそれがあります。
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■機械の近くに可燃物を置かない■機械の近くに可燃物を置かない■機械の近くに可燃物を置かない■機械の近くに可燃物を置かない■機械の近くに可燃物を置かない
機械を格納するときは、平坦で安定した場所
に置き、エンジンを停止してください。やむを
得ず傾斜地に置く場合は、必ず車止めをして
ください。近くに燃えやすい物がないか、ま
た、燃えやすい物があれば取除いてください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
機械が動きだしたり、火災事故を引きおこす
ことがあります。

■長期格納時はバッテリとキーを外す■長期格納時はバッテリとキーを外す■長期格納時はバッテリとキーを外す■長期格納時はバッテリとキーを外す■長期格納時はバッテリとキーを外す
長期間使用しないで格納する場合は、バッテリを
取外し、キーを抜取り保管してください。バッテ
リを取外すときは、－側を先に外します。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。

６．６．６．６．６．格納をするとき格納をするとき格納をするとき格納をするとき格納をするとき

■シートは機械が十分冷えてから■シートは機械が十分冷えてから■シートは機械が十分冷えてから■シートは機械が十分冷えてから■シートは機械が十分冷えてから
エンジンを停止しエンジン・マフラーなどの高温
部が冷えてからシートをかけてください。長期格
納時は、燃料タンク・気化器内の燃料を抜取って
ください。

【【【【【守守守守守らららららななななないいいいいととととと】】】】】
火災事故を引きおこすことがあります。
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１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください１章　安全に作業をするために必ずお守りください

７．７．７．７．７．安全銘板の貼付け位置安全銘板の貼付け位置安全銘板の貼付け位置安全銘板の貼付け位置安全銘板の貼付け位置
安全に作業していただくために安全銘板の貼付け位置を示したものです。
安全銘板は常に汚れや破損がないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼り直してくだ
さい。

③③③③③

②②②②②

⑤⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦⑦

⑧⑧⑧⑧⑧ ⑨⑨⑨⑨⑨

④④④④④

①①①①①

⑩⑩⑩⑩⑩

２枚
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№ 号番品部 名品 № 号番品部 名品

１ ０２０３９－０６１１Ｅ１ 意注 ( 時動移 ) ９ ０７１３９－３１３１Ｎ１ 告警 ( キーレブ車駐 )

２ ０４０３９－０６１１Ｅ１ 告警 ( 地斜急 ) ０１ ０４０３９－４０１１Ｅ１ 告警 ( スーホ圧油 )

３ ００４３９－２２２１Ｎ１ 意注 ( パーイス説取 ) １１ ００２１９－１３８１Ｄ１ 険危 ( 禁厳気火 )

４ ０１２３９－４４５３Ｎ１ 告警 ( 送輸機本 ) ２１ ０２２７９－００５８Ｅ１ 険危 ( プッャキ時温高 )

５ ０７１３９－４４５３Ｎ１ 険危 ( 肩路・道坂 ) ３１ ０１２３９－０２５３Ｎ１ 告警 ( 部動可 )

６ ０９２３９－０１５３Ｎ１ 険危 ( 部降昇 ) ４１ ０６０１５－０８６３Ｎ１ 険危 ( リテッバ )

７ ０２７６８－０２１５Ｅ１ 意注 ( ーラフマ ) ５１ ０７６５８－００７６Ｃ１ 意注 ( 着装ーバカ )

８ ００１７８－０６２２Ａ１ 告警 ( スガ排 ) ６１ ００２３９－４４５３Ｎ１ 告警 ( 造改・装服業作 )

２枚

※№６と№ 13 は反対側にも貼付けてあります。

⑬⑬⑬⑬⑬

⑭⑭⑭⑭⑭
⑯⑯⑯⑯⑯

⑫⑫⑫⑫⑫

⑮⑮⑮⑮⑮

⑪⑪⑪⑪⑪
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〈〈〈〈〈連連連連連絡絡絡絡絡しししししててててていいいいいたたたたただだだだだきききききたたたたたいいいいい内内内内内容容容容容〉〉〉〉〉
●型式名と製造番号
●エンジンの場合は型式と製造番号
●ご使用状況は？
　（何速で、どんな作業をしていたときに）
●どのくらい使用されましたか？
　（約□□□時間使用後）
●不具合が発生したときの状況をできるだけ詳
しく教えてください。

〈〈〈〈〈補補補補補修修修修修部部部部部品品品品品ののののの供供供供供給給給給給年年年年年限限限限限にににににつつつつついいいいいててててて〉〉〉〉〉
この製品の補修用部品の供給年限（期間)は、製
造打ち切り後９年です。ただし、供給年限内で
あっても、特殊部品については納期などをご相
談させていただく場合もあります。補修用部品
の供給は、原則的には上記の供給年限で終了し
ますが、供給年限経過後であっても、部品供給
のご要請があった場合には、納期および価格に
ついてご相談させていただきます。

エンジン型式・製造番号

保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて保証とサービスについて

「「「「「保保保保保証証証証証書書書書書」」」」」はお客様が保証修理を受けられる際に
必要となるものです。お読みになった後は大切
に保管してください。

機械の調子が悪いときに点検・処置をしても、な
お不具合があるときは、下記の点を明確にして、
お買上げいただいた販売店までご連絡ください。

型式名と製造番号
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●右側ブレーキペダル　　　　　　　　　　
踏込むとブレーキが掛かります。左側のブレーキペ
ダルと連動しています。

●後進側ＨＳＴペダル　　　　　　　　　　
踏込むと後進し、走行速度の変速に使用します。

各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき

●ブラシ・送風機回転レバー　　　　　
エンジンからの動力により、ブラシ・送風機を
回すのに使用します。

●ハンドル　　　　　　　　　　　　　
旋回するときに使用します。

●駐車ブレーキレバー　　　　　　　　
駐車ブレーキに使用します。

●荷台ダンプレバー　　　　　　　　　
荷箱の上昇・下降に使用します。

●扉開閉レバー　　　　　　　　　　　
芝を捨てるときに扉を開けるレバーです。

●座席

●前輪タイヤ　　　　　　　　　　　　
２０×１０.００－８

●ブラシ上下レバー　　　　　　　　　
ブラシを上下させるのに使用します。

●前進側ＨＳＴペダル　　　　　　　　　　
踏込むと前進し、走行速度の変速に使用します。
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●ライトスイッチ　　　　　　　　　　
スイッチを押すとライトが点灯します。

●ブザースイッチ　　　　　　　　　　　　
芝カスが満杯になったことを知らせるブザーを止め
るためのスイッチです。

●キースイッチ　　　　　　　　　　　
エンジンの始動・停止に使用します。

●荷箱落下防止金具　　　　　　　　　
点検、整備時に使用します。

●後輪タイヤ　　　　　　　　　　　　
２０×１０.００－８

●荷箱

●アクセルレバー　　　　　　　　　　
エンジンの回転を上げたり、下げたりするとき
に使用します。

●チルトレバー　　　　　　　　　　　
ハンドルの位置調整に使用します。

３章　各部のなまえとと各操作部のはたらき３章　各部のなまえとと各操作部のはたらき３章　各部のなまえとと各操作部のはたらき３章　各部のなまえとと各操作部のはたらき３章　各部のなまえとと各操作部のはたらき

●左側ブレーキペダル　　　　　　　　　　
踏込むとブレーキが掛かります。右側のブレーキペ
ダルと連動しています。



29

●燃料計　　　　　　　　　　　
　‥‥キースイッチが「「「「「入入入入入｣｣｣｣｣位置のときに燃料の残量を表示します。
　※燃料タンクの容量は約３０Lです。

●アワメータ　　　　　　　　　　
走行時間を時間単位で表示します。

　※右端の数字は１/１０時間（６分）です。

モニターパネルモニターパネルモニターパネルモニターパネルモニターパネル

●水温計
　　‥‥ラジエタの水温を表示します。

●エンジンオイル警告灯　　　　　　　
　　　　‥‥エンジンオイルが少なくなると点灯します。

●駐車ブレーキ警告灯　　　　　　　　
　　　　‥‥キースイッチが「「「「「入入入入入｣｣｣｣｣位置のときに駐車ブレーキを掛けると点灯します。
　　　　※走行中は駐車ブレーキの戻し忘れがないようにしてください

●充電警告灯　　　　　　　　　　　　
　　　　‥‥エンジン回転中にバッテリの充電系統に異常があると点灯します。

●グローランプ
　　　　‥‥キースイッチが「「「「「予予予予予熱熱熱熱熱｣｣｣｣｣位置のとき、予熱が完了すると消灯します。

モニターパネル

燃料計アワメータ

充電警告灯駐車ブレーキ警告灯

水温計 エンジンオイル警告灯

グローランプ
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１．１．１．１．１．運転前の点検運転前の点検運転前の点検運転前の点検運転前の点検

●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は絶
対にしないでください。

●エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、注
油・給油は絶対にしないでください。

●燃料補給後は、燃料キャップを確実に締めこ
ぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

●燃料ホースが破損していると、燃料もれをお
こしますので必ず点検してください。守らな
いと、火傷や火災をおこすおそれがあります。

●点検、整備は、交通の危険がなく機械が倒れ
たり動いたりしない平坦で安定した場所に車
止めをした上で行ってください。守らないと、
思わぬけがをするおそれがあります。

●マフラー・エンジン回りのゴミは取除いてく
ださい。またマフラーに亀裂や腐食などの異
常がないかも点検してください。火災事故や
オーバーヒートを引きおこすことがあります。

●点検、整備を行うときは、本機のエンジンを
停止させてください。守らないと、思わぬけ
がをするおそれがあります。また、高温部分
が十分冷えてから行ってください。高温部に
触れると、火傷をするおそれがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてください。守らないと機械に巻込ま
れて、傷害事故をおこすおそれがあります。

安全で快適な作業を行うには、本機を使用する
前に必ず始業点検を行い、異常箇所は直ちに整
備してから作業を始めてください。また、作業
終了時も点検を行って異常がないかチェックし
てください。

点検は次の順序で行ってください。

　①前日の異常箇所　　　　　　　　　　　　

　②本機のまわりを回ってみて　　　　　　　

●前日の作業中に異常を感じたところがあれば
作業に支障がないか点検します。

●各部の変形・損傷・汚れ

●ＨＳＴオイルの油もれ　　　　　　　……57

●タイヤ空気圧・磨耗度合・損傷　　　　……63

●タイヤホイル・アクスルシャフトの取付けボ
ルト・ナットのゆるみ　　　　　　　……67

●機体各部の損傷、ボルトのゆるみ　　……67

　③エンジンカバーを開けてみて　　　　　　

●エンジンオイルの量と汚れ、油もれ　　…55

運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた運転と作業のしかた－お使いになる前に点検を行ってください。
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　⑤レバーを操作してみて　　　　　　　　　●燃料の量と燃料もれ、燃料ホースの損傷　　
　　　　　　　　　　　　　　　……32、60

●エアクリーナの汚れ　　　　　　　　……57

●マフラーなどの高温部分のほこりやゴミ

●バッテリ液の量　　　　　　　　　　……61

●各レバー、ペダルの遊び量、作動状態
……64～ 66

　⑥エンジンを始動してみて　　　　　　　　

●エンジン始動後の異音

●排気ガスの色

●配線コードの被覆のはがれや接続部のゆるみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　……60

　④バッテリカバーを開けてみて　　　　　　

●マフラーの亀裂や腐食などの異常

●ラジエタの冷却水の量　　　　　　　……54
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－お使いになる前に点検を行ってください。

２．２．２．２．２．燃料の点検燃料の点検燃料の点検燃料の点検燃料の点検・・・・・
給油のしかた給油のしかた給油のしかた給油のしかた給油のしかた

●燃料はひかえめに入れてください。機体が傾
斜したときに燃料キャップから燃料があふれ
ることがあります。万一、引火した場合、火災
のおそれがあります。

●間違ってガソリンなどを入れると危険です。
燃料の種類に間違いがないか、補給前に今一
度確かめてください。

キースイッチを「「「「「入入入入入｣｣｣｣｣位置にし、燃料計で燃料の
残量を調べてください。、

点検点検点検点検点検

給油口から「「「「「デデデデディィィィィーーーーーゼゼゼゼゼルルルルル軽軽軽軽軽油油油油油」」」」」をひかえめに補
給してください。燃料補給後は、燃料キャップ
を確実に締めてください。

給油口

①ラッチを少し引きながらフックから外してカ
バーを持上げます。

②支え捧を外して、カバーの固定金具の穴に支
え捧を入れて固定します。

カバーの開けかたカバーの開けかたカバーの開けかたカバーの開けかたカバーの開けかた

給油給油給油給油給油

支え捧

外す外す外す外す外す

上げる上げる上げる上げる上げる 

支え捧

固定金具

※給油後は、カバーを元通りに戻してください。

●エンジンカバーを閉じるときは、手をはさま
ないようにゆっくりカバーを下ろしてくださ
い。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

燃料計

ラッチ

フック

外す外す外す外す外す

引く引く引く引く引く

カバー

持上げる持上げる持上げる持上げる持上げる

持ち手
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３．３．３．３．３．エンジンの始動エンジンの始動エンジンの始動エンジンの始動エンジンの始動・・・・・
停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた

●エンジン始動時は、駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブ
レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」位置にして、周囲の安全を確認し、人
や動物を近づけないでください。守らないと、
傷害事故をおこすおそれがあります。

●閉切った室内では、エンジンの始動および暖
機運転はしないでください。エンジンは風通
しのよい屋外で始動してください。やむをえ
ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして
ください。守らないと、排気ガスによる中毒
をおこし、死亡事故をおこすおそれがありま
す。

●機械を使う前と後には、必ず点検、整備をし
てください。特に駐車ブレーキレバー・ハン
ドル・ＨＳＴペダルなどの操縦装置は、確実
に作動するように点検、整備をしてください。
守らないと、傷害事故をおこしたり、機械の
故障をまねくおそれがあります。

●暖機運転中は、駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーー
キ」キ」キ」キ」キ」位置にしてください。守らないと、何ら
かの原因で本機が走りだし事故をおこすおそ
れがあります。

●運転中、エンジン、マフラーは高温になりま
すので触らないでください。また、エンジン
が停止しても、すぐに手を触れないでくださ
い。エンジンやマフラーなどの高温部で火傷
のおそれがあります。

座席の合わせかた座席の合わせかた座席の合わせかた座席の合わせかた座席の合わせかた

座席の位置や、背もたれの位置、座席のクッショ
ンの調節ができます。

座席の位置
座席の右下のスライドレバーをフリー側に動か
すと座席が前後にスライドします。

リクライニングリクライニングリクライニングリクライニングリクライニング
リクラインレバーをフリー側に動かすと背もた
れが倒れます。

クッションクッションクッションクッションクッション
体重調節グリップを＋側に回すとクッションが
固くなり、－側に回すとクッションが軟らかく
なります。引きながら位置を合わせ、位置が決
まったらレバーから手を放してください。

※必ず、座席が固定されたことを確認してくだ
さい。

体重調節グリップ

スライドレバー

リクラインレバー

ロックロックロックロックロック

フリーフリーフリーフリーフリー

前前前前前

後後後後後

 

ロックロックロックロックロック

フリーフリーフリーフリーフリー

倒す倒す倒す倒す倒す

起す起す起す起す起す

 

 
＋＋＋＋＋(((((固い固い固い固い固い))))) －－－－－(((((軟らかい軟らかい軟らかい軟らかい軟らかい)))))
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チルトレバー

 
上げる上げる上げる上げる上げる

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

エンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかた

②駐車ブレーキレバーを引いて「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位
置にします。

③アクセルレバーを「「「「「高高高高高」」」」」位置にします。

①エンジンルームを開けて、燃料タンクの横の
燃料コックを「「「「「開開開開開」」」」」にします。

ハンドルの合わせかたハンドルの合わせかたハンドルの合わせかたハンドルの合わせかたハンドルの合わせかた

ハンドルの位置を体格に合せて変えることがで
きます。チルトレバーを上に上げながら希望の
位置にハンドルを動かし、位置が決まったらレ
バーを放してください。

※必ず、ハンドルが固定されたことを確認して
ください。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキブレーキブレーキブレーキ

引く引く引く引く引く

アクセルレバー

高高高高高

 

開

燃料コック

 

燃料タンク
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取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●約10秒以上セルモーターを使ってもエンジン
がかからない場合、いったんキースイッチを
切り、１分間以上バッテリを休ませてから、再
び始動させてください。

●エンジン回転中は、絶対にキースイッチを「「「「「ススススス
タート」タート」タート」タート」タート」位置にしないでください。

エンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかた

①アクセルレバーを「「「「「最最最最最低低低低低」」」」」位置にして、エン
ジンを停止します。

②キースイッチを「「「「「切切切切切」」」」」位置にします。

④キースイッチを「「「「「入入入入入」」」」」位置まで回すと、モニ
ターパネルのグローランプが点灯します。さ
らにキースイッチを「「「「「予予予予予熱熱熱熱熱｣｣｣｣｣位置にして、グ
ローランプが消灯したら、キースイッチを「「「「「ススススス
タートタートタートタートタート｣｣｣｣｣位置まで回してエンジンをスタートさ
せてください。

※エンジン始動後は、約５分間は、負荷をかけ
ずにエンジンをかけたままにしておいてくだ
さい。　　　　　　　（エンジンの暖機運転）

③燃料コックを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」にします。

アクセルレバーアクセルレバー

最低最低最低最低最低 

キースイッチ

切切切切切 

燃料コック

閉閉閉閉閉
 

●駐車ブレーキ警告灯が点灯しているとき、ブ
ラシ・送風機回転レバーが「「「「「止ル」」」」」位置にな
いと、始動安全スイッチが働きエンジンを始
動することが出来ません。駐車ブレーキレ
バーは「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ｣｣｣｣｣位置、ブラシ・送風機回転
レバーは、「「「「「止止止止止ルルルルル」」」」」位置に確実にしてくださ
い。

スタートスタートスタートスタートスタート

キースイッチ

入入入入入

グローランプ

予熱予熱予熱予熱予熱

 

 切切切切切
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

４．４．４．４．４．発進発進発進発進発進・・・・・旋回旋回旋回旋回旋回・・・・・変速変速変速変速変速・・・・・
停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた

●発進・停止はゆっくりと行ってください。旋
回するときは、十分にスピードを落としてく
ださい。また坂道・路肩・凸凹道やカーブの多
い場所では、十分に速度を落としてください。
思わぬ事故の原因となります。

●急傾斜地での斜め走行はしないでください。
横転して事故をまねくおそれがあります。

●後進時は、低速にし、後方に十分注意してく
ださい。転倒などにより、けがをするおそれ
があります。

●発進するときは、各レバーの位置と周囲の安
全を確かめて発進してください。思わぬ事故、
けがをまねくおそれがあります。

●本機を使用しないときは、必ずキーを抜いて
安全な場所に保管してください。守らないと、
児童などが操作して事故をおこすおそれがあ
ります。

●急な下り坂では、ハンドル操作をしないでく
ださい。思わぬ方向に機械が旋回して転落な
どの事故をまねくおそれがあります。

●小型特殊自動車の型式認定を受けていません。
法令により公道走行は禁止されていますので
しないでください。

●本機から離れるときは、平坦で堅固な安定し
た場所に置き、必ず駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブ
レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」レーキ」位置にして、エンジンを止め、車止
めをしてください。守らないと本機が動きだ
し事故をおこすおそれがあります。

発進のしかた発進のしかた発進のしかた発進のしかた発進のしかた

①アクセルレバーでエンジンの回転を最大にし
ます。

②駐車ブレーキレバーのボタンを押し、レバー
を下げて「「「「「解解解解解除除除除除」」」」」位置にします。

●後進をする場合、ＨＳＴペダルを「「「「「低低低低低」」」」」位置
にし、急発進しないように十分注意し、ゆっ
くり発進してください。

高高高高高

 

アクセルレバー

駐車ブレーキレバー

押す押す押す押す押す ボタン

解除解除解除解除解除
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※加速･減速するときは、ＨＳＴペダルをゆっく
り操作してください。

旋回のしかた旋回のしかた旋回のしかた旋回のしかた旋回のしかた

●旋回するときは、必ずＨＳＴペダルを低速側
に戻してスピードをおとし、安全を確認して
から、ハンドル操作をしてください。

左に旋回するときは、ハンドルを左側に操作し、
右に旋回するときは、右にハンドルを操作して
ください。

④前進側・後進側ＨＳＴペダルのどちらか希望
の方向のペダルを徐々に踏込んで、ゆっくり
発進します。

③ブラシ上下レバーを必ず「「「「「上上上上上ルルルルル」」」」」位置にし、ブ
ラシを持上げてください。

●ブラシが下がったまま走行すると、本機が破
損するおそれがあります。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

上ル上ル上ル上ル上ル

ブラシ上下レバー

パワーステアリングパワーステアリングパワーステアリングパワーステアリングパワーステアリング

本機には、パワーステアリングが装備されてい
ます。

※パワーステアリングはエンジンが回転してる
ときだけ作動します。

※エンジン停止時はハンドルの遊びは大きくな
りますが、異常ではありません。

●ハンドルを一杯切ると安全弁が開いて信号音
が（リリーフ音)が出ます。このままの状態で
使用しないでください。故障の原因になりま
す。

※冬期は暖機運転を十分行ってください。オイ
ルが暖まるとパワーステアリングの装置がス
ムーズに作動します。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●配管などの修理はお買上げいただいた販売店
にご依頼ください。

●パワーステアリングはハンドル操作が軽くな
りますが、タイヤの異常摩耗を防止するため、
停止したままハンドルを切らないでください。

●走行中にエンジンが停止したときは、パワー
ステアリングの装置が作動しなくなりハンド
ル操作が重くなりますが、舵取りはできます。

  
左旋回左旋回左旋回左旋回左旋回 右旋回右旋回右旋回右旋回右旋回

ハンドル

後進側ＨＳＴペダル前進側ＨＳＴペダル

踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む
踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む

後進前進
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

キースイッチ

切切切切切 

燃料コック

閉閉閉閉閉
 

④キースイッチを「「「「「切切切切切」」」」」位置にします。

駐車のしかた駐車のしかた駐車のしかた駐車のしかた駐車のしかた

●駐車するときは、平坦で堅固な場所に必ず駐
車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置にして
止めてください。やむを得ず傾斜地に置く場
合は、必ず車止めをしてください。

⑤燃料コックを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」にします。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキブレーキブレーキブレーキ

引く引く引く引く引く

アクセルレバーアクセルレバー

最低最低最低最低最低 

停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた停止のしかた

②アクセルレバーを「「「「「最最最最最低低低低低」」」」」位置にします。

③駐車ブレーキレバーを引いて「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位
置にします。

①前進側または後進側のＨＳＴペダルを放しま
す。

後進側ＨＳＴペダル前進側ＨＳＴペダル

放す放す放す放す放す 放す放す放す放す放す
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５．５．５．５．５．作業のしかた作業のしかた作業のしかた作業のしかた作業のしかた

●最大作業能力以上は芝カスを積まないでくだ
さい。機械が破損して思わぬ事故をおこすお
それがあります。

●坂道では芝カスの重量を軽くして、安全に走
行してください。

●坂道では芝カスの排出はしないでください。
本機の前後バランスが崩れたり、思わぬ傷害
事故の原因になるおそれがあります。

●走行中は、運転者以外に人を乗せたり、荷物
を載せたりしないでください。転落などによ
り、思わぬ傷害事故の原因になるおそれがあ
ります。

ブザースイッチのつかいかたブザースイッチのつかいかたブザースイッチのつかいかたブザースイッチのつかいかたブザースイッチのつかいかた

ブザースイッチを「「「「「入入入入入」」」」」にしておくと荷箱に芝
カスが満杯近くになると自動的に感知してブ
ザーが鳴ります。

※ブザースイッチを押して「「「「「切切切切切」」」」」にするとブザー
が止まります。

●１５°以上の急斜地では使用しないでくださ
い。死亡、または重傷を負う危険性がありま
す。

●ダンプした荷箱の下には、入らないでくださ
い。

●荷箱を上げての点検、整備は、荷箱落下防止
金具をセットしてください。何らかの原因で
荷箱が落下し傷害事故をおこすおそれがあり
ます。

荷箱の操作のしかた荷箱の操作のしかた荷箱の操作のしかた荷箱の操作のしかた荷箱の操作のしかた

入入入入入

ブザースイッチ

押す



40

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

荷箱落下防止金具のセットのしかた荷箱落下防止金具のセットのしかた荷箱落下防止金具のセットのしかた荷箱落下防止金具のセットのしかた荷箱落下防止金具のセットのしかた

荷箱をハイダンプさせ、荷箱落下防止金具の松
葉ピンとワッシャ・固定ピンを取外します。荷
箱落下防止金具を固定してあるピンを抜き、荷
箱落下防止金具を下げてシリンダーにはめ込み、
松葉ピンとワッシャ・固定ピンを取付けて荷箱
落下防止金具をセットします。

●荷箱を上げて点検、整備をするときは、必ず
荷箱落下防止金具をセットしてください。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

荷箱を上げたいときは、荷台ダンプレバーを「「「「「上上上上上
ル」ル」ル」ル」ル」の方に、下げたいときは、「「「「「下下下下下ルルルルル」」」」」の方に操
作してください。
扉開閉レバーを「「「「「開開開開開」」」」」の方に操作すると扉が開
き、「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」の方に操作すると扉が閉じます。

荷台ダンプレバー

上ル上ル上ル上ル上ル

下ル下ル下ル下ル下ル

扉開閉レバー

開開開開開

閉閉閉閉閉

●坂道でのハイダンプを利用した芝カスの排出
は絶対にしないでください。本機が浮上がり
転倒・転落事故をおこすおそれがあります。

●荷箱をハイダンプした状態で走行しないでく
ださい。バランスが崩れやすくなり、その上
障害物の確認ができません。死亡事故や重大
な傷害、物的損害をまねくおそれがあります。

●ハイダンプをするときは、駐車ブレーキレ
バーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置してください。転倒
のおそれがあります。

ピン

荷箱落下防止金具

抜く抜く抜く抜く抜く

松葉ピン

固定ピン

ワッシャ

荷箱落下防止金具

油圧シリンダー

下げる下げる下げる下げる下げる

松葉ピン

固定ピン

ワッシャ

ハイダンプ時
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芝生の清掃作業のしかた芝生の清掃作業のしかた芝生の清掃作業のしかた芝生の清掃作業のしかた芝生の清掃作業のしかた

●傾斜地では、低速で作業をしてください。守
らないと転倒のおそれがあります。

●最低地上高が低いため、凸凹に注意して作業
をしてください。

●後進での走行は、特に後方確認ができません
ので、誘導者をつけてください。

●ブザーが鳴ると荷箱がほぼ満杯です。

●傾斜地で、ダンプすると後部扉が閉まらない
場合がありますで平坦地で操作してください。

●荷箱の網目は定期的に掃除をしてください。

●清掃作業中は、周囲に石や物が飛ぶことがあ
りますので、人や動物・壊れる物のない場所
で使用してください。

ブラシのセットのしかたブラシのセットのしかたブラシのセットのしかたブラシのセットのしかたブラシのセットのしかた

①本機を平坦な場所に停止させ、駐車ブレーキ
レバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置にしてエンジンを
停止させます。

②ブラシ上下レバーを「「「「「ロロロロロッッッッックククククフフフフフリリリリリーーーーー」」」」」位置に
します。

③左右のロックナットとロックボルトをゆるめ、
左右のブラシ高さ調整ナットで、ブラシの高
さをブラシと芝生のラップが０～５㎜になる
ようにセットしてください。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●ブラシの磨耗に応じて、ブラシ高さ調整ナッ
トで調整してください。

●ブラシを交換する場合は、一度に全部のブラ
シを交換してください。

④高さが決まりましたら、ロックナットとロッ
クボルトを締付けてください。

ローラーブラシ

ブラシ高さ調整ナット

ロックナット

ロックボルト

ブラシ上下レバー

ロックフリーロックフリーロックフリーロックフリーロックフリー

ローラーブラシ

ラップ
０～５㎜

芝表面
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前進側ＨＳＴペダル

踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む

前進

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●移動時はブラシ上下レバーを「「「「「上上上上上ルルルルル」」」」」位置に
して、ブラシを上げて走行してください。

●停止する場合は、停止前に回転を止めてブラ
シを上げてください。

●芝生の上での旋回は、芝生を傷めないように
大回りをしてください。

⑤作業が終了したら、停止する前にブラシ・送
風機回転レバーを「「「「「止止止止止ルルルルル」」」」」位置にし、ブラシ
上下レバーを「「「「「上上上上上ルルルルル」」」」」位置にしてください。

④ブラシ・送風機回転レバーを「「「「「回回回回回転転転転転」」」」」位置に
します。

上ル上ル上ル上ル上ル

ブラシ上下レバー

止ル止ル止ル止ル止ル
ブラシ・送風機回転レバー

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

③ＨＳＴペダルの「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」側を少しずつ踏込み
ます。

②ブラシ上下レバーを「「「「「ロロロロロッッッッックククククフフフフフリリリリリーーーーー」」」」」位置に
します。

ロックフリーロックフリーロックフリーロックフリーロックフリー

ブラシ上下レバー

①アクセルレバーでエンジンの回転を最大にし
ます。

清掃作業のしかた清掃作業のしかた清掃作業のしかた清掃作業のしかた清掃作業のしかた

●清掃作業に入る前に作業区域を確認をし、付
近に傾斜地や崖など危険な場所がある場合は
作業前に境界表示を行い安全区域内で作業を
し、暴走・転落に十分注意してください。

アクセルレバー

 
最高最高最高最高最高

回転回転回転回転回転

ブラシ・送風機回転レバー



43

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキブレーキブレーキブレーキ

引く引く引く引く引く

上ル上ル上ル上ル上ル

ブラシ上下レバー

止ル止ル止ル止ル止ル
ブラシ・送風機回転レバー

切切切切切

ブザースイッチ

押す

アクセルレバーアクセルレバー

最低最低最低最低最低 

アクセルレバー

高高高高高

 

ハイダンプ排出作業のしかたハイダンプ排出作業のしかたハイダンプ排出作業のしかたハイダンプ排出作業のしかたハイダンプ排出作業のしかた

①ブザーが鳴ったら、速やかに作業を中断し、ブ
ザースイッチを押して「「「「「切切切切切」」」」」位置にします。

②ブラシ・送風機回転レバーを「「「「「止止止止止ルルルルル」」」」」位置に
し、ブラシ上下レバーを「「「「「上上上上上ルルルルル」」」」」位置にしま
す。

③本機を排出するトラック、または場所に後進
でタイヤを直進状態で止めて、駐車ブレーキ
レバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置にします。

⑤周囲の安全を確認します。

⑥アクセルレバーをゆっくり「「「「「高高高高高」」」」」方向にして、
エンジンの回転を少し上げます。

④アクセルレバーを「「「「「最最最最最低低低低低」」」」」位置にします。

⑦荷台ダンプレバーを「「「「「上上上上上ルルルルル」」」」」位置にして荷箱
を一番上までハイダンプさせ、扉開閉レバー
を「「「「「開開開開開」」」」」位置にして芝カスを排出させます。

⑧排出作業が終わりましたら、荷台ダンプレ
バーを「「「「「下下下下下ルルルルル」」」」」位置にし、扉開閉レバーを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」
位置にして、荷箱を一番下まで下げます。

荷台ダンプレバー

下ル下ル下ル下ル下ル

上ル上ル上ル上ル上ル

閉閉閉閉閉

開開開開開

扉開閉レバー
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６．６．６．６．６．坂道での運転のしかた坂道での運転のしかた坂道での運転のしかた坂道での運転のしかた坂道での運転のしかた

●上り坂で発進する場合は、ゆっくり発進して
ください。急発進すると、前輪がはね上がり
大変危険です。

●坂道では駐車をしないでください。守らない
と本機が坂をすべり落ちて、事故をおこすお
それがあります。

●坂道では、スピードに十分注意して、必ず「「「「「低低低低低
速」速」速」速」速」で走行してください。

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●荷箱を下げるときは、山積の芝カス、または
トラックに当たらないように注意してくださ
い。

●作業を行ったその日の内にブラシと荷箱の中
のアミを洗浄してください。

※芝カスの排出時に本機を確実に停止させるた
めに左右どちらかのブレーキペダルを踏込む
と停止します。（左右のブレーキペダルは連動
しています。）

ブレーキペダル

踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む

踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む
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８．８．８．８．８．ライトライトライトライトライトの使いかたの使いかたの使いかたの使いかたの使いかた

キースイッチを「「「「「入入入入入」」」」」位置にしてライトスイッ
チを押すとライトが点灯します。消すときはも
う一度、ライトスイッチを押すと消えます。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●エンジン停止中は、ヘッドライトを消してく
ださい。バッテリが放電します。

●作業場への出入りや段差を乗り越えるときは、
十分強度のあるあゆみ板を使用し、荷箱は空
にして、重心を低くしてください。

●急な傾斜を登るときは、「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」で、降りる場
合は「「「「「後後後後後進進進進進」」」」」の低い速度で行ってください。

●作業場への出入りは、作業場にたいして直角
に出入りしてください。

７．７．７．７．７．作業場への出入りの作業場への出入りの作業場への出入りの作業場への出入りの作業場への出入りの
しかたしかたしかたしかたしかた

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

切切切切切

押す

キースイッチ

入入入入入

 

ライトスイッチ
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●積込み、積降しの場所は、交通の安全が確保
でき、平坦で安定した場所を選んでください。
思わぬ事故やけがをまねくおそれがあります。

●トラックはエンジンを止め、動かないように
サイドブレーキを掛け、「「「「「車車車車車止止止止止めめめめめ」」」」」をしてくだ
さい。

●使用するあゆみ板は、幅、長さ、強度が十分あ
るスリップしないものを選び、あゆみ板が外
れないように、フックをトラックの荷台に
しっかり掛けてください。

●荷箱を下まで一杯下げて、芝カスは積まない
でください。

●誘導者は、機械の直前に立たないでください。
機体が不意に動いたときに思わぬ事故やけが
をまねくおそれがあります。

●積込みは「「「「「後後後後後進進進進進」」」」」、積降しは「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」でゆっく
りと行ってください。守らないと転倒・転落
による事故やけがをまねくおそれがあります。

●本機があゆみ板とトラックなどの継目を越え
るときには、急に重心が変わりますので、十
分に注意してください。転倒・転落による事
故やけがをまねくおそれがあります。

●トラックなどに積んで移動するときは、十分
強度のあるロープを使用し、確実に固定して
ください。さらに「「「「「車車車車車止止止止止めめめめめ」」」」」をしてください。
守らないと、機械の転落や、運転席への突込
みによる重大な事故やけがをまねくおそれが
あります。

②基準に合ったあゆみ板を用意します。

③あゆみ板のフックを、トラック荷台と段差の
ないように確実に掛けてください。

④左右のタイヤがあゆみ板の中央に位置するよ
うに、本機をセットしてから積込み、積降しを
行ってください。

⑤積込みの場合は「「「「「後後後後後進進進進進」」」」」で、積降しの場合は
「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」の低い速度で行ってください。

９．９．９．９．９．トラックトラックトラックトラックトラックへの積込みへの積込みへの積込みへの積込みへの積込み・・・・・
積降しのしかた積降しのしかた積降しのしかた積降しのしかた積降しのしかた

●トラックへの積込み、積降しは、あゆみ板の
上で進路変更をすることがないように進路を
定めて最低速度で行ってください。進路を変
えるためのハンドル操作は絶対にしないでく
ださい。守らないと転落などの事故をおこす
おそれがあります。

①周囲に危険物のない、平坦な場所を選びます。

⑥積込み中、途中でエンジンがストップした場
合は、いったん下まで降りてエンジンを再ス
タートしてください。

あゆみ板は、基準にあった十分強度のあるも
のをご使用ください。
●長さ…トラックの荷台高さの4倍以上。
●幅……本機のタイヤ幅の1.5倍以上。
●強度…本機の総重量に十分耐えられるもの。

（１本当たり）
●表面…すべり止めのあるもの。
●形状…固定フックのあるもの。

《《《《《あああああゆゆゆゆゆみみみみみ板板板板板ののののの基基基基基準準準準準》》》》》

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●燃料を抜くときは、くわえタバコや裸火照明
は絶対にしないでください。エンジンを止め、
エンジン、マフラーなどの高温部が冷えてか
ら必ず燃料受けを用意し、燃料をこぼさない
ようにしてください。燃料などに引火し火災
のおそれがあります。

●シートを掛ける場合は、エンジンを停止し、エ
ンジンやマフラーが十分冷えたことを確認し
てから掛けてください。守らないと、火災を
おこすおそれがあります。

●お手入れは、平坦な安定した場所で行ってく
ださい。守らないと機械が転倒して、思わぬ
けがをするおそれがあります。

●格納時は平坦で安定した場所に置いてくださ
い。やむを得ず傾斜地に置く場合は必ず「「「「「車車車車車
止め」止め」止め」止め」止め」をしてください。本機が自然に動いて
事故になります。

●お手入れは、エンジンを停止させて行ってく
ださい。守らないと思わぬけがを負うおそれ
があります。また、高温部分が十分冷えてか
ら行ってください。高温部に触れると、火傷
をするおそれがあります。

●近くに燃えやすいものがあれば取除いてくだ
さい。火災の原因になります。

１．１．１．１．１．作業後の手入れ作業後の手入れ作業後の手入れ作業後の手入れ作業後の手入れ

その日の内に水洗いをし、水洗い後はよく水分
をふき取って、各回転・摺動部に油をたっぷり
差してください。

●水洗いをするときは、エアクリーナの吸気口
に水が入らないようにしてください。

●電装品には水を掛けないようにしてください。
故障の原因となります。

●エンジン・マフラーなどの芝カス、草などは
必ず取除いてください。そのまま運転します
と、火災の原因になることがあります。また
マフラーに亀裂や腐食などの異常がないかも
点検してください。

作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて作業後の手入れについて
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エンジン以外の手入れエンジン以外の手入れエンジン以外の手入れエンジン以外の手入れエンジン以外の手入れ

①乾燥した風通しの良い所で、タイヤの下に板
を敷いてください。ハイダンプ荷台は、降ろ
した状態にしてください。

②外部の錆びやすい部分に、防錆油または、エ
ンジンオイル・グリスを塗ってください。

③バッテリは完全充電し、本機から取外し、風
通しの良い冷暗所に保管してください。

④タイヤは正規の空気圧にしてください。
（Ｐ６３参照)

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●バッテリは使わなくても自然放電します。1ヶ
月に１度は充電器で完全充電してください。

（Ｐ６１参照)

２．２．２．２．２．長期間使用しない場合長期間使用しない場合長期間使用しない場合長期間使用しない場合長期間使用しない場合
の手入れの手入れの手入れの手入れの手入れ

●格納する場合は、バッテリを取外し、キーを
抜取り保管してください。守らないと事故を
おこすおそれがあります。　

②エンジンカバーを開けて、エンジンオイルを
抜出して、新油と交換してください。（Ｐ 55
「「「「「４４４４４ ..... エンジンオイルの点検エンジンオイルの点検エンジンオイルの点検エンジンオイルの点検エンジンオイルの点検・・・・・交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた｣｣｣｣｣
参照）

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、販売店に相談して
ください。

①点検時期の近い定期点検と整備は、格納する
前にすませてください。

５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて

⑤塗装のはげたところは、錆止め塗装などで補
修してください。

④燃料タンクの結露防止のために、燃料は全て
抜取るか、満タンにしてください。

③約５分間、運転し、オイルを各部に行きわたら
せてください。

長期間格納後の注意長期間格納後の注意長期間格納後の注意長期間格納後の注意長期間格納後の注意

●長期間（３ヶ月以上）格納後、本機を使用する
場合は、運転前点検を念入りにしてください。

●エンジン始動後は、低速で10分以上の暖機運
転を必ず行ってください。

※交換時期の目安はＰ50を参照してください。

ドレンプラグ

給油口
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手入れと点検手入れと点検手入れと点検手入れと点検手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、絶
対にしないでください。

●エンジンの回転中や、エンジンが熱い間は、絶
対に注油・給油はしないでください。

●荷箱を上げて点検、整備をするときは、必ず
荷箱落下防止金具をセットしてから行ってく
ださい。

●点検、整備は交通の危険がなく、本機が倒れ
たり動いたりしない平坦な安定した場所で、
タイヤに車止めをして行ってください。守ら
ないと、転倒などの事故をおこすおそれがあ
ります。

●１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守
をしてください。特に燃料ホースは２年毎に
交換し、電気配線は毎年点検してください。守
らないと、整備不良による事故や機械の故障
をまねくおそれがあります。

●点検、整備、修理をするときは、必ずエンジン
を停止してください。守らないと思わぬけが
を負うおそれがあります。また、高温部が十
分冷えてから行ってください。火傷をするお
それがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてから作動確認をしてください。衣類
などが巻込まれて危険です。

●部品の交換、および草・芝カスなどのゴミを
取るときは、エンジンが十分冷えてから行っ
てください。

定期点検や整備は、シーズンオフに行いますと
シーズン中に機械の性能が十分に発揮され、安
全で快適な作業が行えます。機械の整備不良に
よる事故を未然に防止するために、１年毎に販
売店で定期点検、整備を受け、各部の安全を確
認してください。特に燃料ホースやゴムホース
類は２年毎に交換し、電気配線は毎年点検する
ようにして、常に機械を最良の状態で安心して
作業が行えるようにしてください。
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１．１．１．１．１．定期点検一覧表定期点検一覧表定期点検一覧表定期点検一覧表定期点検一覧表

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

所箇整調・検点 目項

間時示表ターメワア

照参
ジーペ

始
業
前

05
時
間
毎

001
時
間
毎

051
時
間
毎

002
時
間
毎

052
時
間
毎

003
時
間
毎

053
時
間
毎

004
時
間
毎

054
時
間
毎

005
時
間
毎

055
時
間
毎

006
時
間
毎

056
時
間
毎

エ
ン
ジ
ン

ルイオンジンエ 量油 ･ れ汚 ○ ● ● ● ● ● ● ● ５５

ナーリクアエ
トンメレエ れ汚 ○ △ ● ７５

水却冷 量水 ○ 換交に毎年２ ４５

タルィフルイオ れ汚 ● ● ６５

タルィフ料燃 れ汚 ○ △ ● ９５

スーホ料燃 態状続接 ･
裂亀 ○ 0001 換交に毎年２、検点に毎間時 ０６

スーホムゴ各 態状続接 ･
裂亀

001 換交に毎年２、検点に毎間時
－

○ ○ ○ ○ ○ ○

クンタ料燃 、き抜水
掃清部内 0001 掃清の部内はたま、き抜水に毎年１はたま、毎間時 ０６

本
　
　
体
　
　
部

ルダペＴＳＨ 動作 ･ 能機 ○ ３６

ルダぺキーレブ び遊 ･
合具き効 ○ ４６

キーレブ車駐
ーバレ

動作 ･
合具き効 ○ ５６

シラブ ･ 機風送
ーバレ転回 動作 ○ ６６

ヤイタ 圧気空 ･
裂亀 ○ ３６

部動摺・点支各 油･ スリグ ○ １５

・トルボ部各
トッナ 態状け付締 ○ ７６

線配気電 態状続接 ･
傷 ○ 検点に毎年１ ０６

リテッバ 量液 ･ 続接 ○ １６

ヤイワ部各 観外 ･ び伸 ○ －

油
圧
部

ルイオＴＳＨ 量油 ○ ● ● ● ７５

ジッリトーカ
タルィフ れ汚 ○ ● ● ● ● ８５

スーホ圧油 態続接 ･
裂亀 ○ 換交らたっかつ見が常異で検点前業始 －

ダンリシ圧油 れ漏油 ○ －

○＝点検、△＝清掃、●＝交換
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ブラシ帯ピローブロック(右・中）

２．２．２．２．２．各部のグリスアップのしかた各部のグリスアップのしかた各部のグリスアップのしかた各部のグリスアップのしかた各部のグリスアップのしかた

●記載されている以外にも、摩擦部や摺動部には必ず注油・グリスアップをしてください。作動不良をま
ねいて物損・傷害をおこすおそれがあります。

●定期的にグリスポンプで確実に注油・グリスアップをしてください。

キングピン(左･右)

<凡例 >　　   　　グリスアップ位置

タイロッドエンド(左)

ステアリングシリンダー(右)
タイロッドエンド(右)

ＨＳＴカップリング
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ローラ(左･右)

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

フロントローラ(左･右)

フロントアクスル支点軸

ステアリングシリンダー(左) 荷箱リフトシリンダー(左･右)
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送風機ピローブロック(中）

荷箱アーム支点(左･右)

送風機ピローブロック(右）

荷箱アーム支点(左･右)

ブラシ帯リフトアームブラシスイングザイ支点ピンブラシスイングザイ支点ピンブラシスイングザイ支点ピンブラシスイングザイ支点ピンブラシスイングザイ支点ピン
ブラシ帯上下シリンダーブラシ帯上下シリンダーブラシ帯上下シリンダーブラシ帯上下シリンダーブラシ帯上下シリンダー
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６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

３．３．３．３．３．ラジエタのラジエタのラジエタのラジエタのラジエタの
点検のしかた点検のしかた点検のしかた点検のしかた点検のしかた

●運転中や停止直後は、ラジエタキャップを開
けると蒸気・熱湯が噴出して危険です。温度
が下がるのを待ち、布などで包んで静かにゆ
るめてください。

●ラジエタキャップは確実に締めてください。
締りが不十分ですと、運転中に蒸気や熱湯が
噴出して、火傷をするおそれがあります。

点検点検点検点検点検

Ｐ 3 2 の「「「「「カカカカカバババババーーーーーののののの開開開開開けけけけけかかかかかたたたたた｣｣｣｣｣ の要領で左側カ
バーを開けて、リザーブタンク内の冷却水が
「「「「「FULLFULLFULLFULLFULL」」」」」～「「「「「LOWLOWLOWLOWLOW」」」」」の範囲内にあることを確認し
てください。

冷却水が「「「「「LOWLOWLOWLOWLOW」」」」」の線より少ない場合は、リザー
ブタンクのキャップ部から「「「「「FULLFULLFULLFULLFULL」」」」」の線まで補
給してください。

給油給油給油給油給油

※リザーブタンクに冷却水がない場合は、ラジ
エタのキャップ部から口元まで補給してくだ
さい。

●通常の点検と補給では、ラジエタのキャップ
は開けないでください。●不凍液の混合比率が適切でなかったり、不凍

液を使用しなかったりする場合は、エンジン
内部で冷却水が凍結して膨張するため、水路
系の部品が破損するおそれがあります。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

交換交換交換交換交換

冷却水は２年毎、または2000時間毎に交換して
ください。冷却水ドレンコックを回して行って
ください。冷却水は下のホースを通して出てき
ますので容器にこぼさないように受けてくださ
い。同時にラジエタフィンに付着したゴミや埃
も掃除してください。

FULL

LOW

リザーブタンク

ラジエタホース

ラジエタファンラジエタ

ラジエタ キャップ

冷却水ドレンコック

ホース

フィン
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４．４．４．４．４．エンジンオイルのエンジンオイルのエンジンオイルのエンジンオイルのエンジンオイルの
点検点検点検点検点検・・・・・交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた

古くなったオイルは、機械の性能を落とすだけ
でなく、故障の原因にもなります。定期的に古
いオイルを抜取り、新しいオイルを規定量給油
してください。

エンジンオイルエンジンオイルエンジンオイルエンジンオイルエンジンオイル

点検点検点検点検点検

①機械を水平な場所に置きます。Ｐ 32 の「「「「「カカカカカ
バーの開けかたバーの開けかたバーの開けかたバーの開けかたバーの開けかた｣｣｣｣｣の要領で右側カバーを開け
て、検油ゲージでオイル量を調べます。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、販売店に相談して
ください。

②検油ゲージの先端をきれいにふき、再びいっ
ぱいに差込んで静かに抜いて、検油ゲージの
上限と下限の間にオイルがあるかを調べてく
ださい。このときにオイルの汚れや粘りの程
度も点検してください。。

冷却水冷却水冷却水冷却水冷却水

冷却水は「「「「「水水水水水道道道道道水水水水水」」」」」などの水質の良好な軟水に、
不凍液「「「「「ロロロロロンンンンングググググララララライイイイイフフフフフクククククーーーーーララララランンンンントトトトト(((((ＬＬＣＬＬＣＬＬＣＬＬＣＬＬＣ)｣)｣)｣)｣)｣を
混合したものを使用してください。不凍液の濃
度は気温により調整してください。通常、濃度
は「「「「「3030303030 ～～～～～ 5050505050％の範囲％の範囲％の範囲％の範囲％の範囲｣｣｣｣｣で使用します。30％以下
では錆が生じやすくなり、50％以上では、オー
バーヒートしやすくなるとともに、シール部品
をいためる原因にもなります。

※冷却水容量は(4.5L)を上の表の割合で混合し
ます。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●異なった種類の不凍液を混ぜ合わせて使用す
ると、冷却性能を悪くしたり、部品の腐食を
引きおこす原因になりますので、混用しない
でください。

冷却水の注入はエアの混入を避けるために徐々
に行ってください。冷却水注入後、５分程度運
転します。内部のエアが抜けて水位が下がりま
すのでエンジンを停止させてエンジンが冷えた
後、冷却水の量を確認してください。少ない場
合は冷却水を補給してください。

上限

下限

検油ゲージ

検油ゲージ

不凍液の混合比率（参考）

最低気温(℃)

混合比率(％)

－ 15 － 20 － 25 － 30 － 35

30 35 40 45 50

①エンジン内に異物が混入しないようにオイル
キャップ周辺をきれいにしてから、オイル
キャップを外してください。

交換交換交換交換交換

②エンジンや機械を汚さないように、廃油受け
を準備し、オイルドレンプラグを外してオイ
ルを完全に排出してください。
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オイルフィルタの交換オイルフィルタの交換オイルフィルタの交換オイルフィルタの交換オイルフィルタの交換

①フィルタレンチなどでオイルフィルタを取外
してください。オイルフィルタを取外すとき
内部のエンジンオイルが流れ出ることがあり
ますので注意してください。

②オイルフィルタ取付面をきれいに清掃し、新
しいオイルフィルタのガスケット(Ｏリング)
にエンジンオイルをうすく塗布して取付けて
ください。

③オイルフィルタの締付けは工具を使用せず、
必ず手で行ってください。ガスケットが取付
面に当たってから「「「「「約約約約約３３３３３／／／／／４４４４４回回回回回転転転転転」」」」」締付けて
ください。

エンジンオイルエンジンオイルエンジンオイルエンジンオイルエンジンオイル・・・・・
オイルフィルタの交換後の点検オイルフィルタの交換後の点検オイルフィルタの交換後の点検オイルフィルタの交換後の点検オイルフィルタの交換後の点検

①エンジンを始動させ、油圧警告灯が消えてい
ることを確認し、３分間以上運転しても油も
れのないこと確認してください。

②運転をするとオイルフィルタや油路にエンジ
ンオイルが行きわたるため、オイルレベルが
下がります。エンジンを停止させ10分～20分
後に、エンジンオイルの量を再点検し、不足
している場合は規定レベルまでオイルを補給
してください。

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●オイルの量はエンジンを停止して10分～20分
後に調べてください。

●給油するときは、本機を必ず水平にして行っ
てください。

●エンジンが熱いうちは行わないでください。

●熱いオイルが体にかかると火傷をするおそれ
があります。

●給油をするオイルは、必ず、規定のオイルを
使用し、上限以上には入れないでください。エ
ンジンの故障の原因になります。

●オイルの点検・交換作業後はドレンプラグや
給油口の蓋を確実に締付けてください。

●エンジンオイルを抜くときに、給油口の蓋を
外すとエンジンオイルが噴き出し衣服などを
汚すおそれがあります。

※エンジンが温かいうちに抜くと容易に抜くこ
とができます。

③オイルが完全に排出できたら、新しいシール
ワッシャに交換してドレンプラグを取付けて
ください。

④異物が混入しないように注意して、新しいオ
イルを給油口から給油します。オイルがオイ
ルパンに完全に下るの待ってから(約 10 分)、
検油ゲージでオイル量を確認してください。

ドレンプラグ

給油口

●SAE10W-30(-20℃～ 30℃)
● SAE15W-40・SAE20W-40(-15℃以上)

エンジンオイルＣＤ級以上(ﾏﾙﾁｸﾞﾚｰﾄﾞｵｲﾙ)
オイルフィルタ

締まる

ゆるむ
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点検点検点検点検点検

油もれのないことを調べてください。エンジン
カーバーを開けてＨＳＴオイルタンク横のオイ
ルゲージでＨＳＴオイル残量を調べ、不足して
いる場合は、補給してください。

交換交換交換交換交換

ＨＳＴオイルタンク下部のドレンプラグを外し
て、汚れたオイルを流し出し、こぼさないよう
に容器に受けてください。給油は、規定量（30L）
入れ、各部のシリンダーを操作して、もう一度
オイルゲージでオイル量を確認し、不足してい
る場合は補給してください。

５．５．５．５．５．ＨＳＴオイルの点検ＨＳＴオイルの点検ＨＳＴオイルの点検ＨＳＴオイルの点検ＨＳＴオイルの点検・・・・・
交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた

ドレンプラグ

６．６．６．６．６．エアクリーナの掃除エアクリーナの掃除エアクリーナの掃除エアクリーナの掃除エアクリーナの掃除・・・・・
交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた

①カバーのラッチをすべて外し、カバーを取外
します。ダストが堆積している場合には、取
除きます。

②エレメントの端を持って上下左右に動かした
り回転させたりしてゴミ・埃が飛ばないよう
に静かにエレメントを抜出します。

エアクリーナは、いつもエンジンを快適にする
装置です。汚れたまま使用しますと、エンジン
の出力低下や故障の原因になります。

③ハウジング内のシールチューブ内外面を清掃
後、エレメントの内部から圧縮空気を折り目
に沿って上下するように吹付けて清掃をしま
す。

④汚れがひどいときは、水または中性洗剤を溶
かした液に30分程度、エレメントのシール部
を上にして液面より、突出させて汚水がエレ
メント内側に侵入しないよう浸漬し、その後、
汚水がでなくなるまで、水ですすぎ洗いし、自
然乾燥させてください。

※圧縮空気でエレメントの乾燥は、しないでく
ださい。

エアクリーナ ラッチ

●ISO ＶＧ 46油圧作動油

ＨＳＴオイル

エレメント

カバーハウジング

ラッチ

オイルゲージ給油口

オイルタンク
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７．７．７．７．７．カートリッジフィルタカートリッジフィルタカートリッジフィルタカートリッジフィルタカートリッジフィルタ
の交換のしかたの交換のしかたの交換のしかたの交換のしかたの交換のしかた

カートリッジフィルタは 200 時間毎に交換して
ください。

カートリッジフィルタ

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

⑤エレメントをセットする前に、エレメント
シール部の異常・その他損傷がないか確認し、
異常があれば新しいものと交換してください。

⑥エレメントをセットするとき、ハウジング内
のシールチューブにエレメントシール部が正
しくセットされたことを確認し、エレメント
の外周部を押して奥まで十分に挿入されたこ
とを確認してください。

⑦カバーを押え込みながらラッチのフックが正
規の位置に掛かっていることを確認してから、
ラッチを止めてください。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●埃の多い場所で使用される場合は清掃・交換
時期を早めに行ってください。

清掃

交換

２５０時間毎

５００時間、または１年毎
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②リングナットをゆるめてカップを取外します。

⑤燃料フィルタを元の通りに取付け、リング
ナットを締付けます。

①燃料コックを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」にします。

③カップを軽油または洗浄油できれいに洗いま
す。

８８８８８.....燃料フィルタの燃料フィルタの燃料フィルタの燃料フィルタの燃料フィルタの
交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた

●燃料コックが「「「「「開開開開開」」」」」になったままでカップを
外しますと、燃料タンク内の燃料が流れ出ま
す。万一、引火した場合、火災のおそれがあ
りますので、必ず、燃料コックを「「「「「閉閉閉閉閉」」」」」にし
てください。

燃料の中に入ったゴミや水が、燃料フィルタに
沈殿したときは、燃料フィルタを外してゴミや
水を抜取ってください。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●ゴミや水の混入が多い場合は、燃料を抜取り、
新しい燃料と交換してください。

④内側のエレメントを下方に抜き取って、新し
いエレメントと交換して取付けます。このと
きにＯリングも新しい物に交換してください。

燃料コック

閉閉閉閉閉

ゆるむゆるむゆるむゆるむゆるむ

リングナット

燃料フィルタ

  

９．９．９．９．９．エアエアエアエアエア(((((空気空気空気空気空気)))))抜き抜き抜き抜き抜き
のしかたのしかたのしかたのしかたのしかた

燃料系統にエア(空気)が混入すると始動不良や
エンジン不調の原因となります。燃料フィル
ターを交換したときや燃料タンクを空にしたと
きは、必ずエア抜きを行ってください。

①燃料タンクの残量を調べ、少ないようなら補
給します。

②燃料コックを「「「「「開開開開開｣｣｣｣｣にします。

③キースイッチを「「「「「入入入入入｣｣｣｣｣位置にして、電磁ポンプ
を作動させると燃料系統内のエアが自動的に
燃料タンクへ抜けていきます。

※エンジンを始動後、燃料系統にもれがないか
点検してください。

開開開開開

 

燃料コック

キースイッチ

入入入入入
 

エレメントＯリング

カップ
リングナット
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1111111111．．．．．燃料ホース燃料ホース燃料ホース燃料ホース燃料ホース・・・・・電気配線電気配線電気配線電気配線電気配線
の点検のしかたの点検のしかたの点検のしかたの点検のしかたの点検のしかた

●燃料ホースの老化や傷による燃料もれがある
と、火災の原因になります。作業前後に点検
し、もれがあれば交換してください。

燃料ホースの傷や接続部の締付けバンドのゆる
み、燃料もれがないか確認してください。また、
電気配線コードが他の部品に接触していないか
点検します。燃料ホースや電気配線コードが傷
んでいる場合は、販売店で修理してください。
燃料ホースは傷んでいなくても２年毎に交換す
るようにしてください。
電気配線は１年毎に定期点検を受けてください。

●配線コードに付着している芝カスやゴミは、
作業前後にきれいに取除いてください。守ら
ないと、火災の原因となることがあります。

燃料ホース

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

1010101010．．．．．燃料タンクの水抜き燃料タンクの水抜き燃料タンクの水抜き燃料タンクの水抜き燃料タンクの水抜き
洗浄のしかた洗浄のしかた洗浄のしかた洗浄のしかた洗浄のしかた

燃料タンク内に水がたまったり汚れたりします。
定期的(1000 時間毎、または１年毎)に、次の要
領で清掃してください。

①ドレンプラグ(タンク下部)をゆるめます。(少
しずつ抜く)

②完全に抜けたら、ドレンプラグをしっかりね
じ込んでください。

ドレンプラグ
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エンジンカバーを開けて、バッテリの横に
ヒューズボックが２つあります。ヒューズ切れ
の場合はヒューズボックスを開けて交換してく
ださい。

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●ヒューズを交換してもすぐ切れてしまう場合
は、お買上げいただいた販売店で点検を受け
てください。

1212121212．．．．．ヒューズの点検ヒューズの点検ヒューズの点検ヒューズの点検ヒューズの点検・・・・・
交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた交換のしかた

ヒューズは、配線回路(通電している回路)へ過
大電流が流れた場合、溶断して電流を遮断しま
す。

●ヒューズを交換するときは、バッテリの－側
コードを外してから、必ず規定容量のものと
交換してください。規定容量以外のヒューズ
を使用すると故障の原因になります。

ヒューズ

ヒューズボックス

●バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。守
らないと引火爆発し、火傷を負うおそれがあ
ります。

●バッテリ液は希硫酸ですので身体や服に付く
と、服が破れたり、火傷を負うことがありま
す。もし、身体や服に付いたときは、すぐに
水洗いをしてください。

●バッテリ充電中は、ガスが発生しますので風
通しの良い場所で行ってください。

●バッテリ液は液面レベルの「「「「「上上上上上限限限限限」」」」」と「「「「「下下下下下限限限限限」」」」」
の間にあることを確認してください。もし
「「「「「下下下下下限限限限限」」」」」以下になると、容器内の極板接続部が
露出し、エンジン始動時に火花が出て、容器
内のガスに引火して破裂するおそれがありま
す。

バッテリ液点検バッテリ液点検バッテリ液点検バッテリ液点検バッテリ液点検

作業前には、各槽のバッテリ液がバッテリケー
ス液面レベルの上限と下限の間にあるか確認し
てください。不足しているときは、蒸留水を補
給してください。

●バッテリ＋ターミナルのゴムブーツは必ず取
付けておいてください。ショートすると火傷
や火災事故をまねくおそれがあります。

●バッテリからコードを外すときは、必ず－側
から外し、取付けるときは、必ず＋側から取
付けてください。工具などが接触したときに
ショートして、火傷や火災事故をまねくおそ
れがあります。

バッテリ

下限下限下限下限下限

上限上限上限上限上限

※蒸留水はガソリンスタンドで販売しています。

1313131313．．．．．バッテリの点検、バッテリの点検、バッテリの点検、バッテリの点検、バッテリの点検、
整備のしかた整備のしかた整備のしかた整備のしかた整備のしかた
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格納のしかた格納のしかた格納のしかた格納のしかた格納のしかた

取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意取扱いの注意

●バッテリ液は、常に規定量を保ってください。

●バッテリ液をバッテリケース液面レベルの上
限を超えるほど入れますと、使用中に液もれ
し、本機を腐食させることがありますので、補
給するときは、液面レベル上限を超えないよ
うに注意してください。

●寒冷地などの気温の低い地域、またエンジン
の始動がしにくくなったり、ライトが暗く
なってきましたら、補充電を行ってください。
また、２週間以上運転しないと、バッテリが
放電してエンジンの始動ができなくなる場合
があります。このときにも補充電をしてくだ
さい。

●本機を長時間使用しないときは、最低１ケ月
に１回は補充電を行ってください。バッテリ
が長持ちします。

●取付けのとき、ターミナル接続部の油などを
布でふき取り、バッテリ端子を確実に締付け
て、腐食防止のためにターミナル部にグリス
を塗布してください。

●バッテリを交換するときは、必ず規定のバッ
テリを使用してください。

格納時は、本機を水平にし、バッテリ液がこぼ
れないようにしてください。
長期格納時は、バッテリの－側のコードを取外
すか、バッテリを本機から取外し、日光が当た
らない、乾燥した場所に保管してください。

●環境保全のため、交換した古いバッテリは放
置したり、捨てたりせずに、新しいバッテリ
を購入した店へ渡してください。

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

指定バッテリ　　　　５５Ｂ２４Ｌ

補充電のしかた補充電のしかた補充電のしかた補充電のしかた補充電のしかた

②バッテリの－側のコードを取外し、次に＋側
のコードを取外します。

①バッテリカバーのナットをゆるめ、バッテリ
カバーを取外します。

③充電は、バッテリの＋を充電器の＋側に、バッ
テリの－を充電器の－側に接続して行います
が、詳しくは、充電器の取扱説明書を十分お
読みになってから行ってください。

※なお、急速充電はできるだけ避けて、普通充
電を行ってください。

④バッテリを取付けるときは、取外しの逆の手
順で行ってください。

カバー ナット

ゴムブーツ －側＋側
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1414141414．．．．．タイヤ空気圧のタイヤ空気圧のタイヤ空気圧のタイヤ空気圧のタイヤ空気圧の
調整のしかた調整のしかた調整のしかた調整のしかた調整のしかた

●左右の空気圧が均等になっていないと運転中
にハンドルを取られることがあります。タイ
ヤの空気圧を標準空気圧に調整してください。
また、タイヤに亀裂などがないか確認してく
ださい。

過多　　　　 標準　 　　　不足

タイヤサイズ

２０×１０.００-８

空気圧KPa
（kgf/㎝２）

１５０
(１.５)

1515151515．．．．．ハンドルの点検ハンドルの点検ハンドルの点検ハンドルの点検ハンドルの点検
のしかたのしかたのしかたのしかたのしかた

●ハンドルに著しくガタや遊びがないように点
検してください。守らないと、事故をおこす
おそれがあります。

ハンドルを軽く左右に動かしたときの遊び量が
０～30㎜の範囲であるか確認してください。遊
び量が適正でない場合は、お買上げいただいた
販売店で点検、調整を受けてください。
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1717171717．．．．．ブレーキの点検、ブレーキの点検、ブレーキの点検、ブレーキの点検、ブレーキの点検、
調整のしかた調整のしかた調整のしかた調整のしかた調整のしかた

点検点検点検点検点検

●ブレーキ調整を行う際は、ブレーキが解除の
状態になりますので水平な場所で車止めをし
て行ってください。守らないと機体が自然に
動きだし、思わぬ事故がおき大変危険です。

ブレーキペダルブレーキペダルブレーキペダルブレーキペダルブレーキペダル

①駐車ブレーキレバーを「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置にします。

②ブレーキリンクを手で押し、コントロールワ
イヤＡをブレーキリンク側に移動させたとき
のコントロールワイヤＡ（ブレーキペダル用)
の長穴のすき間（４～６㎜ )を調べてくださ
い。

駐車ブレーキレバー

押す押す押す押す押す ボタン

解除解除解除解除解除

ブレーキの効きが悪くなったときは次の要領で
点検、調整を行ってください。

コントロールワイヤＡ ブレーキリンク

押す押す押す押す押す移動移動移動移動移動

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

1616161616．．．．．ＨＳＴペダルの点検ＨＳＴペダルの点検ＨＳＴペダルの点検ＨＳＴペダルの点検ＨＳＴペダルの点検
のしかたのしかたのしかたのしかたのしかた

ＨＳＴペダルで「「「「「前前前前前進進進進進」」」」」・・・・・「「「「「後後後後後進進進進進」」」」」が、確実にで
きるか確認してください。もし、不具合があり
ましたら、お買上げいただいた販売店で必ず点
検・調整を受けてください。

後進側ＨＳＴペダル前進側ＨＳＴペダル

踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む
踏込む踏込む踏込む踏込む踏込む

後進前進
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②ブレーキリンクを手で押し、コントロールワ
イヤＢをブレーキリンク側に移動させたとき
のコントロールワイヤＢ（駐車ブレーキレ
バー用)の長穴のすき間（４～６㎜)を調べて
ください。

調整調整調整調整調整

①駐車ブレーキレバーを「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置にします。

②すき間が４～６㎜になるようにコントロール
ワイヤＡのアジャストネジで調整します。調
整後はアジャストナットを確実に締付けます。

※調整についてはお買上げいただいた販売店に
ご依頼ください。

点検点検点検点検点検

①駐車ブレーキレバーを「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置にします。

駐車ブレーキレバー駐車ブレーキレバー駐車ブレーキレバー駐車ブレーキレバー駐車ブレーキレバー

すき間
４～６㎜

コントロールワイヤＡ ブレーキリンク

アジャストナット

コントロールワイヤＢ ブレーキリンク

押す押す押す押す押す
移動移動移動移動移動

③駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ｣｣｣｣｣位置にしま
す。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキブレーキブレーキブレーキ

引く引く引く引く引く

調整調整調整調整調整

①駐車ブレーキレバーを「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置にします。

②すき間が４～６㎜になるようにコントロール
ワイヤＢのアジャストネジで調整します。調
整後はアジャストナットを確実に締付けます。

すき間
４～６㎜

コントロールワイヤＢ

ブレーキリンクアジャストナット
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回転回転回転回転回転

ブラシ・送風機回転レバー

18.18.18.18.18. ブラシブラシブラシブラシブラシ・・・・・送風機送風機送風機送風機送風機
回転レバーの回転レバーの回転レバーの回転レバーの回転レバーの

点検のしかた点検のしかた点検のしかた点検のしかた点検のしかた

「「「「「回回回回回転転転転転」」」」」、「「「「「止止止止止ルルルルル」」」」」が確実に行われているか点検し
てください。もし不具合がありましたら、お買
上げいただいた販売店で必ず点検・調整を受け
てください。

止ル止ル止ル止ル止ル

６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検６章　手入れと点検・・・・・調整について調整について調整について調整について調整について

※調整についてはお買上げいただいた販売店に
ご依頼ください。

④調整ネジがリミットスイッチにあたり駐車ブ
レーキ警告灯が点灯するようになるまでロッ
クナットで調整します。調整後はロックナッ
トを確実に締付けてください。

リミットスイッチ 調整ネジ

ロックナット

モニターパネル

駐車ブレーキ警告灯
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1919191919．．．．．締付けするところ締付けするところ締付けするところ締付けするところ締付けするところ

※この他のボルト、ナットも時々点検し、増締めしてください。

タイロッドエンドロックナット(左･右)

ＨＳＴ取付ボルト

ＨＳＴブラケット取付ボルト

タイヤ取付ボルト

ブラシ高さ調整ナット

ロックボルト
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●機械の調子が悪いときは、必ずエンジンを停止させ、ブラシ・送風機回転レバーを「「「「「止止止止止ルルルルル」」」」」位置にし、
駐車ブレーキレバーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ」」」」」位置にしてから診断してください。守らないと、回転物にはさまれ
て傷害事故の原因になります。

下記の処置をしても改善されないときは、最寄の販売店に連絡してください。

不調診断不調診断不調診断不調診断不調診断

参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

販売店で調整してください。

販売店で修理または交換してくだ
さい。

充電してください。

故障状況故障状況故障状況故障状況故障状況 処　　置処　　置処　　置処　　置処　　置

バッテリが放電していませんか。

セルモータの不良ではありません
か。

駐車ブレーキリミットスイッチの
調整不良ではありませんか。

ヒューズが切れていませんか。

キースイッチの不良ではありませ
んか。

セルモータが回転し
ない

エンジンが始動しな
い

原　　因原　　因原　　因原　　因原　　因

販売店で配線系統を点検、修理し
て新しいヒューズと交換してくだ
さい。

５７

６１

３２

５９

５９

販売店で交換してください。

燃料切れしていませんか。 軽油を補給してください。

燃料タンクから噴射ボンブまでの
燃料ホース点検してください。

販売店で交換してください。

洗浄または交換してください。

清掃または交換してください。

燃料系統に空気が入っていません
か。

燃料フィルタが目詰まりしていま
せんか。

エアクリーナエレメントが目詰ま
りしていませんか。

グロープラグが断線していません
か。

６１

－

－

６６

３３

３５

６１
配線系統を点検、修理して新しい
ヒューズと交換してください。

ヒューズが切れていませんか。

正しい始動手順でエンジンをかけ
てください。

ブラシ･送風機回転レバーを完全に
「「「「「止止止止止ルルルルル｣｣｣｣｣位置にし、駐車ブレーキレ
バーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ｣｣｣｣｣位置にしてか
ら、キースイッチを「「「「「スススススタタタタターーーーートトトトト」」」」」位
置に回してください。

エンジンの始動手順が間違ってい
ませんか。

ブラシ･送風機回転レバーが「「「「「回回回回回
転転転転転｣｣｣｣｣位置に、駐車ブレーキレバー
が「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置になっていません
か。

３５

ブラシ･送風機回転レバーを完全に
「「「「「止止止止止ルルルルル｣｣｣｣｣位置にし、駐車ブレーキレ
バーを「「「「「ブブブブブレレレレレーーーーーキキキキキ｣｣｣｣｣位置にしてか
ら、キースイッチを「「「「「スススススタタタタターーーーートトトトト」」」」」位
置に回してください。

ブラシ･送風機回転レバーが「「「「「回回回回回
転転転転転｣｣｣｣｣位置に、駐車ブレーキレバー
が「「「「「解解解解解除除除除除｣｣｣｣｣位置になっていません
か。

－
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参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ

エンジンが不規則に
回転する

故障状況故障状況故障状況故障状況故障状況 処　　置処　　置処　　置処　　置処　　置原　　因原　　因原　　因原　　因原　　因

運転中エンジンが停
止した

６０

５９

６０

５９

３９

５９

６０

３２

５９

軽油以外の燃料を使用していませ
んか。

燃料系統に空気が入っていません
か。

燃料に水が混入していませんか。

燃料ノズルが不良ではありません
か。

燃斜フィルタが目詰まりしていま
せんか。

噴射ポンプの不良ではありません
か。

燃料タンクから噴射ポンプまでの
燃斜ホース点検してください。

水抜き、または新しい軽油と交換
してください。

販売店で修理または交換してくだ
さい。

洗浄または交換してください。

販売店で修理または交換してくだ
さい。

軽油に入替えてください。

燃料に水が混入していませんか。

過負荷運転をしていませんか。

燃料フィルタが目詰まりしていま
せんか。

燃料系統に空気が入っていません
か。

燃料切れしていませんか。

水抜き、または新しい軽油と交換
してください。

負荷を軽くしてください。

洗浄または交換してください。

燃料タンクから噴射ポンプまでの
燃料ホース点検してください。

軽油を補給してください。

－

５４
エンジンがオーバー
ヒートした 冷却水が不足していませんか。

ファンベルトがゆるんでいません
か。

ファンベルトが切れていません
か。

防塵カバーが目詰まりしていませ
んか。

エンジンオイルが不足していませ
んか。

過負荷運転をしていませんか。

冷却水を補給してください。

販売店で張り調整をしてください。

販売店で交換してください。

清掃してください。

オイルを補給してください。

負荷を軽くしてください。

オイルを適量になるまで抜き取っ
てください。

適度な粘度のオイルに交換してく
ださい。

マフラより白煙が出
る

エンジンオイルの量が多すぎませ
んか。

エンジンオイルの粘度が低すぎて
いませんか。

３９

５５

５５

－

－

－

－

－
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７章　不調診断７章　不調診断７章　不調診断７章　不調診断７章　不調診断

販売店で交換してください。

洗浄または交換してください。

負荷を軽くしてください。

マフラより黒煙がで
る

チャージランプが消
灯しない

オイルランプが消灯
しない

ハンドルが左右どち
らかへ取られる

ブレーキの効きが悪
くなった

作業機が上昇しない

エアクリーナエレメントが目詰ま
りしていませんか。

過負荷運転をしていませんか。

軽油以外の燃料を使用していませ
んか。

ファンベルトがゆるんでいません
か。

エンジンオイルが不足していませ
んか。

オイルフィルタが目詰まりしてい
ませんか。

タイヤの空気圧が不揃いではあり
ませんか。

ペダルの遊びが大きすぎではあり
ませんか。

油圧ポンプの不良ではありません
か。

軽油と交換してください。

販売店で遊びを調整してください。

販売店で交換してください。

オイルを補給してください。

空気を入れて揃えてください。

参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ参照ページ故障状況故障状況故障状況故障状況故障状況 処　　置処　　置処　　置処　　置処　　置原　　因原　　因原　　因原　　因原　　因

販売店で修理を依頼してください。バルブがゴミ詰まりしていません
か。

ライニングが摩耗していません
か。

エンジンオイルの粘度が低下して
いませんか。

ファンベルトが切れていません
か。

販売店で交換してください。

新しいオイルと交換してください。

交換してください。

販売店で張りの調整をしてくださ
い。

各部に振動が多い 販売店に相談してください。ハンドルが振れていませんか。 ６３

－

－

５７

－

－

－

３９

６０

５５

５５

５６

６３

６４

各取付ボルト・ナットがゆるんで
いませんか。

増締めしてください。 ６７
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１．１．１．１．１．主要諸元主要諸元主要諸元主要諸元主要諸元

名　　　式　　　型 Ａ００７１ＳＳ Ａ００７１ＳＳ Ａ００７１ＳＳ Ａ００７１ＳＳ Ａ００７１ＳＳ

機
体
寸
法

　長　　　　　　全 )mm( ０２４３

　幅　　　　　　全 )mm( ００８１

　高　　　　　　全 )mm( ５４７１

　量　　質　　体　　機 (㎏) ０９３１

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

　　　式　　　型 名 Ｌ３７７Ｓ　ラウバシ

　　　　　　　　種 類 ンジンエルゼーィデ筒気３冷水

出大最 　力 })sp(Wk{ ９．６１ ( ３２ )

　気　排　総 　量 (㏄) ０３１１

　　方　　動　　始 法 式ターモルセ

料燃 / 容クンタ 　量 )L( 油軽号２ＳＩＪ / ０３

伝
　
動
　
・
走
　
行
　
部

行走
度速
)h/mk(

進　　　　前 ６１～０ .８

進　　　　後 ７～０ .５

ヤ　　　　イ　　　　タ ０１×０２ . ００ -８

距輪
）㎜（

輪　　　　前 ０５３１

輪　　　　後 ０２４１

　距　　　　　　軸 (㎜) ０５６１

　　方　　動　　駆 式 ＤＷ４、段無動駆圧油ＴＳＨ

荷
　
箱

　　　　　容 　量 (ｍ3) １.７

能業作大最 　力 (㎏) ００３

●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

その他その他その他その他その他
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２．２．２．２．２．主要消耗部品主要消耗部品主要消耗部品主要消耗部品主要消耗部品
.ON 名品 号番品部 考備

１ ルセクアＹＳＳＡヤイワ ０５０１５－１６１１Ｅ１

２ Ａヤイワルーロトンコ １９０２４－１６１１Ｅ１ ルダペキーレブ

３ Ｂヤイワルーロトンコ ００１２４－１６１１Ｅ１ ーバレキーレブ車駐

４ ＹＳＳＡルーイホトンロフ １５６５３０６３３ 本４

５ Ｌ４２Ｂ５５リテッバ ０２０２５－０６１１Ｅ７

６ タルィフジッリトーカ ０３０１６－６０１１Ｅ７

７ トンメレエナーリクアエ :Ｏ tu ４７１１３５４１３

８ トンメレエナーリクアエ nI: ５７１１３５４１３

９ ＬＰＭＯＣタルィフルイオ ０２０７１５０４１

０１ トンメレエタルィフ料燃 ０２００２７０６３

１１ グンリＯタルィフ料燃 ００４００１２５０

２１ グンリＯタルィフ料燃 ００１００１２５０

３１ ャシッワルーシ ２１０００１５２０ 用ンレドルイオンジンエ

４１ シラブ ０２３８６－１６１１Ｅ１ 本４

№ 名品 数個 号番品部 考備

1 書明説扱取 １ ２４０５９－１６１１Ｅ１

２ トスリツーパ部体本 １

３ トスリツーパンジンエ １

４ ドーカ認確明説全安 １

５ 書証保 １

付属品付属品付属品付属品付属品

８章　その他８章　その他８章　その他８章　その他８章　その他
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トラクタ・グリーン事業部

ＴＥＬ（０２６３）８８－０２００　ＦＡＸ（０２６３）２７－０３８０


	ｓｓ1700Ａ表紙
	はじめに
	本文の概要
	目次
	１章　安全に作業をするために必ずお守りください
	1.作業者の体調･服装について
	2.使用する機械について
	3.運転前･作業前点検をするとき
	4.作業をするとき
	5.トラックへ積込み･積降しをするとき
	6.格納をするとき
	7.安全銘板の貼付け位置

	２章　保証とサービスについて
	３章　各部のなまえと各操作部のはたらき
	４章　運転と作業のしかた
	1.運転前の点検
	2.燃料の点検･給油のしかた
	3.エンジンの始動･停止のしかた
	4.発進･旋回･変速･停止のしかた
	5.作業のしかた
	6.坂道での運転のしかた
	7.作業場への出入りのしかた
	8.ライトの使いかた
	9.トラックへの積込み･積降しのしかた

	５章　作業後の手入れについて
	1.作業後の手入れ
	2.長期間使用しない場合の手入れ

	６章　手入れと点検･調整について
	1.定期点検一覧表
	2.各部のグリスアップのしかた
	3.ラジエタの点検のしかた
	4.エンジンオイルの点検･交換のしかた
	5.ＨＳＴオイルの点検･交換のしかた
	6.エアクリーナの掃除･交換のしかた
	7.カートリッジフィルタの交換のしかた
	8.燃料フィルタの交換のしかた
	9.エア(空気)抜きのしかた
	10.燃料タンクの水抜き洗浄のしかた
	11.燃料ホース･電気配線の点検のしかた
	12.ヒューズの点検･交換のしかた
	13.バッテリの点検、整備のしかた
	14.タイヤ空気圧の調整のしかた
	15.ハンドルの点検のしかた
	16.ＨＳＴペダルの点検のしかた
	17.ブレーキの点検、調整のしかた
	18.ブラシ･送風機回転レバーの点検のしかた
	19.締付けするところ

	７章　不調診断
	８章　その他
	1.主要諸元
	2.主要消耗部品

	９章　電気配線図



